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開会　午前　９時５９分
　　　　◎開会宣告
〇議長　北谷文夫君　おはようございます。ただいまから平成２０年第１回砂川市議会定例会を開会いたします。

　　　　◎開議宣告
〇議長　北谷文夫君　本日の会議を開きます。
　本日の会議に欠席の届け出のあった方を事務局長に報告させます。
〇議会事務局長　角丸誠一君　本日の会議に欠席と届け出のありました議員は、矢野裕司議員であります。

　　　　◎日程第１　会議録署名議員指名
〇議長　北谷文夫君　日程第１、会議録署名議員の指名を議題といたします。
　会議録署名議員は、会議規則第７８条の規定により、中江清美議員及び武田圭介議員を指名します。
　本日の議事日程並びに議長の諸般報告は、お手元に配付のとおりであります。

　　　　◎日程第２　会期の決定
〇議長　北谷文夫君　日程第２、会期の決定を議題といたします。
　お諮りします。
　今定例会の会期は、本日から３月１９日までの１０日間にしたいと思います。ご異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
　ご異議なしと認め、会期は１０日間と決定いたしました。

　　　　◎日程第３　特別教育行政報告（砂川高等学校の改築について）
〇議長　北谷文夫君　日程第３、特別教育行政報告を求めます。
　教育長。
〇教育長　四反田孝治君　（登壇）　おはようございます。平成２０年第１回砂川市議会定例会の開会に当たりまし
て、砂川高等学校の改築につきまして特別行政報告を申し上げます。
　砂川市の高等学校は、砂川南高等学校と砂川北高等学校の２校でありましたが、北海道教育委員会が平成１２年に
策定した「公立高等学校配置の基本方針と見直し」の考え方に基づき「砂川市の高等学校のあり方を考える会」を立
ち上げ、苦渋の選択の中で砂川南・北両高等学校の統合やむなしとの結論に達し、平成１４年９月議会におきまして
「砂川南・北高等学校の再編について」特別行政報告を行ったところであります。
　この間現在まで、道教委との間で校舎の改築について「次期教育長期総合計画の中で検討してまいりたい」とのこ
とから、砂川市として道教委、道議会各会派及び空知地方総合開発期成会など関係する皆様に要望を続けてまいりま
した。道教委が今次策定する平成２０年度から平成２９年度までの北海道教育推進計画（第４次北海道教育長期総合
計画）は、北海道が目指す教育の基本的な理念や方向を示す北海道教育ビジョンに基づき策定されるものであり、数
値目標が明示されない計画となります。このことによる砂川市教育委員会に対する道教委の回答は、１、校舎改築に
ついては、これまで昭和５０年以前の建築校を対象に整備を進めているが、厳しい北海道の財政状況により、施設関
係は法定耐用年数以上使用することを基本にして改築時期を検討することとされており、平成２０年度以降の第４次
北海道教育長期総合計画の期間内に、道内では改築時期を迎える高校はないこと。２、砂川高等学校は、昭和５６年
建築のため、法定耐用年数（ＲＣ造校舎：４７年）以上経過するのは平成４０年度以降となること。また、平成１０
年度に大規模改造事業を実施しており、１５年が経過する平成２５年に第２回目の大規模改造時期が到来することと
の回答であります。
　また、砂川北高等学校の跡利用につきましては、道教委の基本的な考え方は廃校となった校舎を市町村が公用、公
共用に供する場合で、道立移管校であるものについては過去の処分例から見て財政協議により無償譲渡が可能である
とのことであります。ここで補足説明をさせていただきますけれども、道立移管校というのは砂川北高の前身であり
ます砂川町立高等女学校から昭和２０年３月、北海道庁に移管され、砂川高等女学校となったものを指すものであり
ます。現在道教委では、旧砂川北高等学校の跡利用についての計画はないとのことであります。砂川市といたしまし
ても、現時点では具体的な利活用について未定であります。
　以上のような状況でありますので、北海道教育推進計画（第４次北海道教育長期総合計画）の中での砂川高等学校
の改築計画については、困難と判断せざるを得ない状況であります。今後とも砂川高等学校の施設整備、充実に向け
ましては、引き続き要請を行ってまいりたいと考えております。
　以上を申し上げまして、特別教育行政報告とさせていただきます。
〇議長　北谷文夫君　ただいまの報告について特に質疑を許します。
　質疑ありませんか。
　武田圭介議員。
〇武田圭介議員　（登壇）　おはようございます。それでは、特別行政報告に対する質疑を行いますけれども、今教
育長のほうから砂川高等学校の改築について道教委より非常に残念な回答があったとの報告を受けました。この道教
委の考え方を今から覆すことは、ほぼ不可能でしょう。過去には当市としても要望の経緯はあったと思いますが、こ
こでは過去については触れません。当市の今後の方針について、１点のみお伺いします。
　先ほどの特別行政報告の中で、旧砂川北高跡地の利用については市町村が公用、公共用に供する場合、過去の処分
例から無償譲渡が可能であり、道教委では現在のところ旧砂川北高跡地利用についての計画はないという内容でし
た。砂川市としても現時点では具体的な利活用については未定とのことですが、旧砂川北高跡地を何にも使わないと
いうのは当市にとって大変もったいない話であると思いますし、この問題は何年にもわたって継続してきた問題です
から、未定の一言で済ませるのは余りに無策過ぎると考えるものです。そこで、当市にとっても大切な資産になり得
る広大な土地であるがゆえに、今後のしっかりとした展望を協議していく必要があると思いますが、砂川市としてど
う考えているのか、見解をお伺いします。



〇議長　北谷文夫君　市長。
〇市長  菊谷勝利君  （登壇）　私のほうからご質疑に対するご答弁を申し上げたいと思います。
　今武田議員さんのほうから校舎並びに土地の跡地利用についてのご質疑があったのでありますけれども、先ほど教
育長が説明されたように、まず道の基本的な考え方としては、道のほうに移管された高等学校については過去的な例
として無償譲渡をいたします。いわば北高の前身が町立高等学校であって、道に移管をしたということですから、他
市の状況からすると砂川市に無償で譲渡いたしますという道の基本的な考え方あるわけです。ただ、これには、今武
田議員さんおっしゃったように公共用、公用等に限って実は無償譲渡をするということであります。砂川市も実は北
高、南高が統合された後、平成１７年の９月に庁内に今後の利活用についての検討委員会という委員会を設けまし
て、実は検討した経過があります。ただ、そのときには、北高と南高が統合した後、新設を実は要望しておったわけ
でありまして、その後は北高の跡地をご利用いただいて、何とかあの地に新しい学校というのが私どもの基本的な考
え方だったわけでありますから、そういう中でまだその要望が結果が出ていない中で跡地利用という結論を出すのは
いかがかと、こういうことで、実質上何回か検討委員会を開催をしたけれども、結果的にいわば跡地利用等について
は実はそのまま現在に至っているわけであります。
　その後、今道と協議をしているのでありますけれども、道は少なくとも道と協議をして公共用等に利用する場合に
は１０年間、実は目的を達成するまで他の基本的に用途の変更は認めないという考え方であります。もちろん１０年
という長いスパンでありますから、時代の流れによって大きく公用、公共用が変わるとすれば、全然認めないという
ことではないけれども、しかし１０年はそういうことだと。したがって、例えば公園用地にするというふうになる場
合には、公園用地をするための条例をきちっと制定をして、他に用途の変更をしないというような基本的な考え方で
条例を制定しなければならないというふうに実はなっているわけです。当時、今考えてみますと、例えばあそこを運
動公園なり公園にしようとする場合に、当然校舎は取り壊さなければならないわけです。当時の取り壊すのは一体幾
らかかるかと、１億を超える金額になるという試算になっている。そうなりますと、無償譲渡といいながらも実質上
１億をかけてあれを買ったということになるわけでありまして、やはり１億をそのまま目的のないままにお金を支出
するのはいかがなものなのか、こういうような問題になりますし、もちろんその用途が何年間計画でそういうふうに
なったとしても、その間の維持管理が当然かかってくるというようなことから、なかなか当市の目的を、これが市民
の合意を得られるような、そういうようなものになるのかということは、現時点はなかなか難しいのではないだろう
かなというようなことでございまして、武田議員さんから、いわば今日まで放置されて無策ということではなくて、
そういう検討をしながらもきたということをご理解いただいて、さらに今後どうするのかということは考えなければ
ならないと。
　ただ、道から、今の道の財政によってこういう状況起きているわけでありますから、簡単に私どもとすれば、もち
ろん見通しは明るくはないけれども、建てかえは要らないということになるのかどうなのかということについても、
やっぱり今後の運動を展開する上に今即この目的だということを決めることが本当にいいことかどうかというのは、
これからさらにうちの教育委員会ともよく私どもと調整をしながら、検討を加えながら新たな目的を見つけるのかど
うなのかというのが現時点ではなかなか目標が定まっていないということでひとつご理解をいただきたいと思いま
す。
〇議長　北谷文夫君　武田圭介議員。
〇武田圭介議員　今市長のほうからご答弁いただいたのですけれども、なかなか跡地の利用についても、庁内で検討
した経緯はあるのだけれども、難しいということでした。それで、今これはあくまでも市町村が公用、公共の用に供
する場合という条件が付されて、この場合には無償譲渡が可能であるというお話だったのですけれども、例えば、皆
さん方にこういうことを聞くというのはちょっと私が不勉強なのかもしれませんけれども、公用、公共の用に供する
場合という条件を取り払って、最初から民間の方に買っていただくというようなことが果たして本当にできないもの
なのかどうかというようなことをお聞きしたいのと、それからこれは仮に民間が購入する、しないに限らず、今の段
階では砂川市には無理な話かもしれませんけれども、仮に公用、公共の用に供して使おうとした場合に、今の旧北高
の跡地というのは必ず取り壊さないといけないものなのかどうかと。今の校舎まだ建っていますから、あの校舎を耐
震補強するなり等をして使えないものなのかどうかという今の現況を含めて、２回目としてお聞きしたいなというふ
うに思います。
〇議長　北谷文夫君　教育長。
〇教育長　四反田孝治君　（登壇）　北高跡地の２回目のご質問でございますけれども、民間で買ってもらうわけに
いかないのかというご指摘でございますけれども、これについては道教委の考え方としてはやっぱり公共等、公共用
に限られるということなのです。ですから、端的に言えば、１億かけて壊してそれぞれの払い下げを受けた、無償譲
渡を受けた市町村がすぐ土地造成をして何億でも売り払うのかという、そういうことも懸念しているのではないかと
思いますので、これはあくまでも市町村に、道立移管校については市町村に無償譲渡する場合には公用と公共用に限
られるという、そういう条件がついているものでございます。
　それと、現状の北高の校舎の関係でございますけれども、これにつきましては今閉鎖されております。建物自体は
耐震構造にはなっておりませんので、使用については今後どういう形で使用するかどうかわかりませんけれども、莫
大な、耐震化にすれば莫大な費用がかかってくるという、そういう状況にもあるのが現状でございまして、今の現在
の北高の校舎並びに体育館等については耐震化にはなっておりませんので、難しい状況にはなるという、そういう状
況でございます。
　いずれにしましても、先ほど道立移管校の問題も含めましてお話をさせていただきましたけれども、今の北高の跡
地については、歴史的に今のＢ＆Ｇ海洋センターの跡地に北高が建っておりまして、それの砂川市が土地のあっせん
をしながら今の晴見の場所に来ているという、そういう歴史的なことが多くかかわっておりますので、道立移管校と
いう、そういう条件がついているものについては、道教委としてもそれぞれの砂川の意見を聞かなければいろんな方
策が出てこないという、そういう状況になっておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。
〇議長　北谷文夫君　武田圭介議員。
〇武田圭介議員　今教育長のほうからのご答弁もいただきましたけれども、いずれにしましても今後の跡地を、あの
広大な土地をただ遊ばせておくのはもったいないということでありますし、過去の経緯をいえば平成１７年の９月ご
ろに庁内での検討会も開かれたようですけれども、あそこの土地の利用について今後民間を交えた例えば協議会のよ
うなものを立ち上げて、いろいろと話し合う場を設けたらいかがかなというふうに思うのですけれども、それは今行
政のほうが財政も逼迫していまして、いろいろと行政にはほかの課題もあります。その中で、このことばかりにエネ
ルギーを費やすことはできないわけでありますけれども、そこに民間の斬新な発想と申しますか、新しい考えを吹き
込んで、ぜひあの広大な砂川の財産となり得る土地の利活用について考えていただきたいなと思いますので、その辺
についてそういうものを立ち上げるようなお考えとか検討していただけないかということだけをお聞きしたいと思い
ます。
〇議長　北谷文夫君　教育長。
〔何事か呼ぶ者あり〕
〇教育長　四反田孝治君　申しわけありません。
　跡地の関係に民間の方々を取り込んで、いろんなアイデアをとったらどうかというお話だったと思いますけれど
も、これについても今、先ほど市長のほうから答弁いたしましたとおり北高跡地の利用検討会議というのが市の中に
ございますので、そこら辺の協議の中で、当然行政がアイデアが、斬新なアイデアが出ないということであれば、や



はりいろんな方々のご意見を賜るというのは、これ行政の常だというふうに考えておりますので、今後の検討課題に
させていただきたいと思っております。
〇議長　北谷文夫君　小黒弘議員。
〇小黒　弘議員　（登壇）　特別行政報告についての質疑をさせていただきます。
　経過の詳しい経過もないうちに北高の跡地の話が出てくるとは、実は思わなかったのですけれども、この特別行政
報告がどういう意味なのかということなのですけれども、私にとっては非常に残念で、なぜこのような結果になって
しまったのかということを今とても思っているわけですけれども、これまで砂川市はたくさんのチャンスを物にでき
ずに、この高校問題は最悪の終わりを迎えようとしているわけです。教育長、性格がそうだからですけれども、とて
も淡々とこの特別行政報告をされていました。今は、この特別行政報告の中で道教委からは第４次北海道教育長期総
合計画に砂川高校の新校舎建設が盛り込まれなかった理由というのを２つ話されていました。それぞれが法定耐用年
数の関係だとか、あるいは２つ目も、あそこはＲＣの校舎ですから、４７年以上経過しないとというようなことを、
ただ２つだけ理由を述べられてきたのですけれども、この特別行政報告、もちろん教育長は道教委からこの理由を受
けて、きょうここで特別行政報告を行おうとされたと思うのですけれども、これはだれもがわかっている理由ですよ
ね。公共の施設には耐用年数があるということは、何も珍しい話ではなくて、うちのまちでも同じような耐用年数と
いうのはあるわけです。それをわかっていた上で砂川高校を何とか新しい校舎をつくりたい、つくってほしいという
要望を今まで何回も何回も、教育委員会も何回も同じことを答弁しつつ頑張ってこられたのだろうというふうに思う
のですけれども、そもそも砂川市の教育委員会はこの高校改築が困難であったということをいつからわかっていらっ
しゃったのかをまず第１点目にお伺いします。
　２点目ですけれども、先ほども言いましたように、私を含めて多くの議員の方々がこの高校問題に対しては一般質
問や委員会質問やいろいろな場面で質疑、質問を行ってきました。先ほども言ったとおり、そのたびに教育委員会は
答弁で最大の努力をし、あるいは市民を巻き込んだ運動を展開していきたいと、こう言い続けてきたのですけれど
も、本日までのこの経過を、そしてこの報告を教育長はどのように総括するのかをお伺いします。
　３点目に、砂川高校は普通科の単位制をとっておりますが、単位制高校のあり方と現校舎あるいは狭い敷地の関係
について、教育長はどういうふうに考えてこられ、これからも考えていこうと思っているのかをお伺いしたいと思い
ます。
　４点目ですけれども、砂川高校の施設整備や充実に向けて、引き続き要請を行うとこの特別行政報告では最後にお
っしゃっています。具体的な方向性を示してください。
　最後に、私も新校舎建設の最有力候補地として、市長もおっしゃっているとおり、これまで旧砂川北高校の跡地を
考えてこられたのですよね。その跡地利用をどういうふうにするのかという質問も準備をしていましたけれども、先
ほどの質問である程度のお答えは出てきました。ただ、本当に今もう新校舎の建設は完全にあきらめたから、教育長
の２回目、３回目の答弁が出てきたのですよね。市長の答弁は、そういうふうではなかったです。もしかしたら、ま
だこれからの情勢によって変わってくるかもしれないというふうなお話もありましたね。教育長は、もうこれからの
新校舎は完全にあきらめたというふうに理解してもいいのかどうかを最後にお伺いして、１回目とします。
〇議長　北谷文夫君　教育長。
〇教育長　四反田孝治君　（登壇）　５点にわたってご質問があったというふうに思っております。
　それで、砂川高等学校の改築につきまして、いつごろから困難だというふうに判断したのかというまず最初のお尋
ねでございます。これにつきましては、私１５年の５月に教育長に就任させていただいた以来、砂川高等学校の改築
問題一点に絞って、それぞれ道教委に対して要望を行ってまいりました。どこの自治体であっても同じだと思うので
すけれども、やはり道の計画あるいは市町村の計画、その中に実施計画というものが盛り込まれなければ、そういう
ハードな部分の政策というのはなかなか進まないという、そういう判断のもとで次期長計、つまり平成２０年から２
９年までの１０カ年計画の早い段階に砂川高等学校の改築を要望をしてきたというのが事実でございます。ただ、道
の道教委の流れの中で、昨年の９月に次期長期計画と言われる北海道教育推進計画、第４次の長期計画でございます
けれども、これの案が実はそれぞれの自治体の教育長あてに文書が届きました。この中を見てみますと、北海道教育
ビジョンということで今後における具体的な教育施策の充実等々がない教育部門だけのそういう計画になっていると
いう、そういう状況の案が実は昨年の９月に原案が出されまして、それぞれ道教委としてはこの計画の策定、今月中
にきっと策定するというふうに推測をしておりますけれども、この中で実施計画が入っておりませんので、これは砂
川高等学校の改築については無理なのかなという判断をさせていただいて、そうであれば道教委として統合のときに
約束をした、市民の方々、議会の皆様に約束をした次期長期計画の中で検討するという、そういう状況でありました
ので、ぜひその考え方を道教委のほうにお聞きをして、今回の報告となったという、そういう状況でございます。
　ただ、これに至る段階にはいろんな形で思いは、先ほど小黒議員さんは私は淡々として報告されたということでご
ざいますけれども、これはやはり気持ちは、熱い気持ちは５年間のいろんな形で私自身は持っておりますけれども、
議会の報告はやはり淡々として報告をさせていただいたということでございますので、この点についてもご理解を賜
りたいというふうに思っております。
　それと、２点目に、大きくどのように総括するのかというお話がございました。これにつきましては、私は１５年
の５月に前任者から引き継ぎをいたしまして、砂川市の高等学校の改築につきましては平成１２年のときに、いわゆ
る道の方針に基づいて、同じ市町村に普通科高校が４間口以上確保できなければ統合の対象になってくるという、そ
ういう指針のもとに、市民の方々を巻き込んだ形で考える会を立ち上げ、それぞれ新しい高等学校をつくっていただ
きたいということで道教委のほうに要望を上げてきたのは、これは事実でございます。ただ、このときに、やはり道
教委に要望を上げるときに、この改築問題だけでなくて１０項目のいわゆる要望事項もあわせて道教委のほうに要望
してきているという、そういう経過がございます。ですから、これにつきましては、いわゆる歩道の問題ですとかプ
ラネタリウムの問題ですとか、いろんな改築等かかわらない砂川市全体の要望が一緒になって改築とあわせて要望を
されてきたのかなというふうにも思っておりますし、やはり今単位制、１６年の４月から普通科単位制で砂川高等学
校は推移をしておりますけれども、この単位制についても既に道教委においては、いわゆる第３次、今の計画です
ね、平成１０年からの計画があるわけでございますけれども、この道教委が策定した第３次の総合計画について見て
みますと、前期の５年間と後期の５年間のそれぞれ計画と実施計画が載っている計画なのでございますけれども、こ
の時点で既に道教委においては、いわゆる魅力ある学校づくりの推進ということのタイトルを挙げて、平成１０年か
ら特色ある学校づくりの推進ということで単位制の学校などの整備進めているのですよという、そういう道教委の考
え方も既に示されている状況の中で、いろんな意味で砂川市の要望として１０項目を含めて要望してきたというのが
現実でございまして、それでやはり先ほど議員さんがおっしゃったようにチャンスを逃がしてきた経過もあるのかな
ということで、結果論でございますけれども、私はそのように思っているところでもございます。
　それと、単位制と校舎あるいは校舎が狭いという関係でございますけれども、これにつきましては、いわゆる単位
制というのはどういうものであるかということで、当時は単位制の高等学校はありませんでしたけれども、１５年の
８月に札幌市立の旭丘高校を議員の皆さんと、あるいは教育委員の皆さんと視察を行ってきたときに、やはりすごい
校舎で単位制を進めておられて、実績も上がっているのだなというふうには考えているところでもございまして、単
位制というのはやっぱり生徒が教室だけの問題でなくて、生徒が交流するホールですとか、カウンセリングの面談を
行うカウンセリングルームですとか、あるいは諸研修室の特別な履修システムの設備というのが必要であるというこ
とのもとに、それらも踏まえて各方面の方々に要望をさせていただいてきた経過という、そういうことでございま
す。



　それと、学校の、４点目に学校の充実と具体的な方策でございますけれども、これにつきましては、今申し上げま
した単位制として必要な設備が整っておりませんので、それらの充実を含めまして今後道教委並びに関係機関に要望
を続けてまいりたいというふうに考えているところでもございます。
　それと、５点目に、跡地について改築はあきらめたのかという、教育長は改築をあきらめたのかというお尋ねでご
ざいますけれども、今回の特別行政報告の後段のほうに次期の長期計画、つまり平成２０年から２９年の次期の長期
計画の中では困難と判断せざるを得ない状況になっているという、そういう判断のもとに進めておりますから、決し
て改築についてはギブアップしているという、そういう状況にはありませんので、ご理解を賜りたいというふうに思
っております。ただ、やっぱり私、総括の中で先ほどどう総括しているのかということでございますけれども、これ
につきましても、やっぱり道教委が策定する長期計画の中に位置づけなければ物事は何も進みません。ただ、今道財
政の全体的なことからいえば、今の後期の道教委のこの実施計画を見てみますと、ほとんど整備計画というのは進ん
でおりません。ということは、いわゆる関連だけ申し上げますけれども、前期、つまり平成１０年から１４年の道教
委のこの計画を見ますと、やはり校舎改築は２２校ですとか、大規模改造着工が３１校ですとか、具体的に校名等が
出されておりますし、特に後期計画についてもそれぞれ後期の中でいろんな形で、校舎の改築工事は１０校であると
か、あるいは大規模改造着工が８０校であるとかという、そういう形になっておりますけれども、実際的には今の道
の本体の計画自体も今は実施計画が策定されない計画になっているというふうにお聞きもしておりますし、そういう
状況から、道教委が策定する長期計画については実施計画を策定されておりませんけれども、この前の第３次の計画
の中でも実施計画に盛り込まれている学校についても、実際的には改築、新築の高等学校については４校未設置でご
ざいますし、これが次の次期長期計画にも盛り込まれないという、そういう状況もありますし、先ほど道教委から回
答をいただきました第２回の大規模改修事業が１５年後にくるといいながらも、実際に今の道の策定した後期の実施
計画を見ますと、大規模改修工事もほとんど後期、１６年度以降ほとんど、計画は位置づけられてはおりますけれど
も、進捗していないという、そういう状況もありますので、今後におきましてはそういう状況も踏まえまして、全体
的な流れの中で砂川高等学校の充実の発展に向けて、道教委並びに関係機関にそれぞれ要望をしていきたいというふ
うに考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。
〇議長　北谷文夫君　市長。
〇市長  菊谷勝利君  （登壇）　今教育長が答弁をなさって、今後の運動などのお話あったのですけれども、実は砂
川の道の施設において３点ほど建てかえを要望しているのがあるのです。１つは、もちろん今の南北統合に伴う高等
学校の建てかえであります。それから、警察署の建てかえも要望しておりますし、子どもの国の建物についても実は
要望しておるのです。したがって、私どもは今の新しい統合の建設をあきらめるということは、道にすべて言われる
ことが正しいがゆえにそうなるのだということは、私どもは許されないというふうに思っているのです。当時私自身
が教育長というより市長という立場で苦渋の選択をして、１０項目ほどいわば要望、要請をしてまいりました。その
ときは、大変明るい展望あった。言ってみれば、北海道で最初に統合に対して砂川市は決定をしたのだ。それに伴っ
て、ぜひとも市民のご理解いただくためにはこの要望、要請に対してこたえていただかなければ、とても統合には至
らなかったのだということを要望しながら実は今日に至っているのです。
　道は、急激にかじを私は大きく切ったと思っておられるのです。それは、先ほど小黒議員さんが耐用年数のことを
おっしゃっておりましたけれども、もちろん耐用年数についてはそういうふうな考え方ありますけれども、同時にや
っぱり１０年、２０年を経過する中で現状の市民の理解されるような建設になっているかどうかというものなどを見
るときに、どうも耐用年数を早めて建てかえをしてきているという現状があるわけです。今思えば、例えば警察署な
んかもそうなのですけれども、北海道は３番目ぐらいに実は砂川の警察署は建てかえをする予定になっているという
ふうに僕は聞いたことあるのです。ところが、その後いろいろ話したら、待ってほしいと。その理由は決して耐用年
数ではなくて、いわば急激に人口が増加をした地域があったと、それは例えば琴似がそういう地域なものですから、
そこへどうしても新しい署を建設をしなければならない。あるいは、苫小牧がいわば急にそういう人口の増もありま
すけれども、狭隘になっているから、一部いわば増改築をしなければならない。そういうことで砂川の警察署は後に
回している。あるいは、子どもの国も、そういう順位からいえばかなり上位にあるけれどもというお話で、決して耐
用年数を言っていなかったわけです。その後、道の財政が緊迫した状況の中で、これからすべて施設については耐用
年数を超えなければとても建てかえをするような状況下にないということを言っているのです。それは、財政的な問
題を言っているわけです。
　したがって、今教育長答弁したように、私どもは道がそういうかじを切っているけれども、必ずや道も健全財政の
道を歩むであろう。そういうことであれば、耐用年数が必ずしも来ない前にも、あるいはそういうようにまた方向の
転換もあるのではないだろうか。そういうようなことから、決して今の時点であきらめるわけでもありませんし、同
時に市民の皆さんとのお約束した経過あるわけです、道に要望してまいるということ。ですから、これからも粘り強
く、道はもう一度かつての私ども言った平成１４年の道に要望して、道と双方で合意したいわば建てかえというもの
をもう一度認識をし直していただいて、耐用年数を一つの理由にして建てかえを延期するのではなくて、やはり健全
財政を立て直して砂川市の要望にこたえるように。もちろん道教委のほうの要請もしますけれども、私もいわば知事
部局のほうに要望して、今後もしていきたいというふうに考えております。
〇議長　北谷文夫君　小黒弘議員。
〇小黒　弘議員　今教育長、市長からの答弁をいただいたのですけれども、実は私はこういうふうな回答が出てくる
だろうなという心配は大分前から持っていて、それは先ほど、さっき市長が触れた点が１つ大きなものとしてあるの
ですけれども、道では財政悪化に伴って平成１８年の３月にファシリティーマネジメントという制度を導入したので
す。これは何かといえば、なるべく耐用年数まで引っ張って、そこまで利用できるものは有効的に利用しようではな
いかということですよね。つまり耐用年数に至らないものを新しく建てかえるなんていうのは、相当無理だという判
断をもうその平成１８年の３月で制度的に取り入れているのですよね。
　ところが、これは平成１９年度の昨年です。改選後のごくごく新しい教育行政執行方針の中でも、教育長は砂川高
校とも連携して４間口確保へ向けた取り組みと新校舎建設の実現に向け、引き続き関係機関に対し要請してまいりた
いと、こうやって決意を述べられているのですよ。今まで大きなチャンスを逃してきたという話をしてきましたけれ
ども、いつも道と道教育委員会と市の教育委員会との上下関係があるのかどうかわかりません。それと、情報がうま
く伝わらない。そして、情報を伝わったときに上手に動けていない。市民を上手にともに要請をしていくというやり
方を失敗してきた。これは、今ここに高校問題だけではなくて、これからも大きな問題というのはたくさん出てくる
だろうし、そのときいかにタイミングよくどこにどう働きかけていくのか、市民をどうやって巻き込んでいくのかと
いうこと、大事なことだと思うので、あえて過去のことをぐじゃぐじゃ言うつもりはありませんけれども、話をしつ
つ質問をしていきたいのですけれども、大きなチャンス、この高校問題での大きなチャンスは確実に２度あったと思
うのです。市長がおっしゃったまさに統合時のときです。そのときが本当に大きな大きなチャンスだったはずです。
　もう一点は、平成１４年のころなのですけれども、まさに統合が仕方なく決まって、では新しい、今までと、普通
科とは違ったような高校をぜひつくってもらうことに要望していったほうがいいのではないか。これがまさに単位制
ということだったのです。単位制が決まるか決まらないかとのときに、総務文教委員会では、先ほど市長もおっしゃ
っていましたけれども、平成１５年の８月に今も出てきました札幌の市立旭丘高校に皆さんと視察に行きました。単
位制をやるからには、どうしてもこういう校舎とこういうシステムが必要なのだということを議員全員で確認をし合
ってきました。これは、しっかりと要望を強めていかないとだめだねという確認を往復のバスの中でお互いにし合っ
て、帰ってきたのです。それ以後もいろいろな方々がそれに基づいて、危機感も感じながら一般質問や何かを行って



まいりました。しかし、何も変わっていません。何も起こらなかって、きょうの特別行政報告になってしまいまし
た。
　私たち議会総務文教委員会は、旭丘高校を見てしばらくした後に砂川高校の現実も視察に行きました。この違いの
大きさに私たちは愕然としました。同じ単位制の高校でありながら、しかも道は全日制としては初めての単位制とし
て砂川高校を位置づけた。そうであるのに、こんな劣悪な校舎あるいは教室のロッカーの状況の中で単位制をやろう
としているのか。僕らは、怒りを覚えるほどに感じたものでした。だけれども、結果としては、新校舎の建設どころ
か、きょうの特別行政報告でいえば改築すらも、大規模の改造すらも１５年が経過する平成２５年まで行われないだ
ろうと特別行政報告されているのです。これで、本当にこの砂川高校はこれからも存続できるのでしょうか。まちの
中では、そのうち砂川高校消えるのではないかと心配しているのです。単位制の特色が本当にどこまで出ているので
しょう。あの１つの大きな教室をベニヤ板で半分に切っただけ、教室がふえた。あの砂川高校が本当に単位制として
みんなが、子供たちが喜んで来てくれる今校舎の状況なのでしょうか。そんなことも考えながら、議会はいろいろな
要望をしてきたつもりです。教育委員会は、この高校問題に対して組織としてどういうふうに動かれてきたのでしょ
う、だれが、どの部局が中心に動かれてきたのか、今後のためにもぜひお聞かせください。
　それから、具体的に２番目の関係なのですけれども、平成１７年に私の一般質問に答えて、これからは高校、高等
学校教育を考える会を発展的にして、新たな期成会的な組織をつくって、該当する学校やＰＴＡ等々を含めて早期に
取り組みたいと答弁がありました。私は、期待しました。でも、期成会はできませんでした。市民を巻き込む期成会
もできなかったのです。何で答弁でそうやって言っているのに期成会すらできなかったのか、お聞かせください。
　これからも引き続き要請を、砂川高校の施設整備充実に向けて引き続き要請を行うというふうには、今教育長簡単
にお答えになりましたけれども、このまんまでほうっておいて、今の砂川高校は教育長はいいと思っていらっしゃる
のか、もし思っていないのなら、具体的にどうしてほしいのかを、それがどういうふうに要望していくかということ
につながるものですから、教育長の頭の中にどういうふうな砂川高校の像が浮かんでいるのか、それをお聞かせいた
だきたいと思います。
　最後ですけれども、市長は先ほど新校舎の建設をあきらめたわけではないというふうにおっしゃいました。確かに
きょうの特別行政報告では、この１０年間の平成２０年から２９年までの、この長期の教育総合計画の中では無理だ
ということを判断したというふうにも書かれていますので、そこは整合性があると思います。ただ、跡地の問題と関
連するのですけれども、私は今の砂川高校が、さっき校舎の話ししました。グラウンドも狭いのです。野球部とサッ
カー部が一緒に練習できるような状況ではないのです。だから、今北高の跡地に野球部は練習に行っているのです。
敷地そのものが狭い今の砂川高校なのですよ。そんな状況の中で、建てかえはまだあきらめない。だけれども、さっ
きの跡地のお話でいけば、あそこに新校舎を建てかえようとすることはもうあきらめようとしているというふうに、
そうでないと次の展開ってありませんからね。さっき違う話ししていましたよね。あの北高の跡地は、もう新しい学
校は建たないのだけれども、どう跡地を利用したらいいのかというお話をたしかしていた、されていたと思うので、
ではどこに建てるのですか、新しい校舎ということになるのですけれども、それが跡地の利用とも重なってくるので
はないのでしょうか。そこのところもお答えを下さい。北高の跡地では新校舎は建てないけれども、新校舎の建築を
あきらめたわけではない。では、どこが最有力地になるのでしょうかということなのですけれども、これで２回目終
わります。
〇議長　北谷文夫君　小黒弘議員の２回目の質疑に対する答弁は、休憩後に行います。
　１０分間休憩いたします。
休憩  午前１０時５４分
再開  午前１１時０５分
〇議長　北谷文夫君　休憩中の会議を開きます。
　小黒議員の２回目の質疑に対する答弁を求めます。
　教育長。
〇教育長　四反田孝治君　まず、昨年の１９年度の執行方針で改築実現の要望をしていくという執行方針しているの
に、今の時期になぜかというお尋ねでございます。これにつきましては、１９年度の執行方針につきましては昨年の
３月の執行方針の説明でございますし、先ほど申し上げましたとおりこの道の次期の長期計画が案が示されたのが昨
年の９月ということでお話を申し上げましたけれども、そういう状況の中で道教委自体の流れが随分変わってきたと
いうことで、今回次期長期計画の前の月でございますから、今月中にある程度道教委の方向性のお話をして、したい
ということで今回の特別行政報告になったところでもございます。
　それと、期成会のお話がありました。期成会のお話は、これは私どもも一番考えなければならないということで、
いわゆる行政だけでなくて、市民のあらゆる階層の方々を巻き込んだ形でやるべきだというふうには思っておりまし
たけれども、実際的には砂川の北高等学校が閉校になったのは１８年の３月でございますので、それ以降、３月で閉
校になりましたから、４月以降において、ぜひ旧の砂川北高校の同窓会、あるいはＰＴＡの方々も１８年度以降につ
いて同窓会の一本化に向けてぜひ道教委に対する要望を上げていくべきだという、そんなような考え方で実は運動を
続けてまいりました。その前段に、それが１８年の４月以降に同窓会が一本化になればという気持ちと、その前段に
実は１７年度中に高等教育を考える会というのを立ち上げて、それぞれ高等学校の単位制の問題をどうすべきかとい
うことと改築についてどう要望を上げるのかということの、教育関係者の方々にお集まりをいただいて、考え方をま
とめて道教委のほうに要望を上げてきているという経過がありますけれども、当然この中には砂川高等学校の校長先
生とＰＴＡの会長さんも入っておりましたから、そういう中でぜひ改築に向けての理解を深めていただきたいという
ふうに考えておりましたけれども、残念ながら期成会につきましてはそれぞれの学校のＰＴＡも含めて思いが行き届
かなかったということもあります。
　それと、一番のネックになっていたのは、いわゆる学校の改築に向けて期成会を立ち上げるという、そういうこと
になりますと、事務局をどこに持つのかという問題が出てまいります。これにつきましては、第一義的にはやはり学
校の中で事務局を持つべきだという、そういう判断をしておりました。ということは、砂川南高等学校の例を見てみ
ますと、昭和５１年にやはり期成会を立ち上げて改築をかち取ってきているわけでございますけれども、この取り進
めについてはそれぞれやはり学校が中心となって、いわゆる父母の会ですとか同窓会の皆さん、学校の校長先生も含
めて、各階層の市民の方々を巻き込んだ形で期成会を立ち上げて実施をしてきているという、そういう状況でもあり
ますので、ぜひ学校側で事務局を立ち上げて取り進めを進めていただきたいなとは思っておりましたけれども、実際
的には学校側では難色を示した。そこで、私ども教育委員会としても改築を進めるという、そういう状況の中から、
教育委員会の事務局で、事務局を教育委員会が、同窓会の事務局を期成会、期成会ですね、失礼しました。期成会の
事務局を持つのもやぶさかではないという、そこまでいったのですけれども、なかなか運気が盛り上がらなかったと
いう、そういう状況でございます。
　ただ、その中には、やはり生徒の数が当初スタート、１６年度スタートした時点では、南と北の間口の関係からい
って統合の学校については６間口でスタートしておりました。それが６間口が１６年、１７年と２年間続きましたけ
れども、１７年の募集のときに１４０台になって生徒数が落ち込んだということもありまして、１８年からいきなり
２間口減の４間口になってしまったという、そういう状況もありまして、学校側ではいわゆる単位制による教室の不
足等々はないという判断だったというふうに思いますけれども、期成会を立ち上げる、そういう活動の状況にはなら
なかったというふうに判断をしているところでもございます。
　ただ、ここで、お尋ねにはちょっとなかったのですけれども、期成会を立ち上げて、１８年度中に期成会が立ち上



がって、いわゆる道の長期計画は今次の計画というのは２０年度以降の１０カ年の計画でございますから、２年前ぐ
らいから、やはり道教委の中ではいわゆる計画を立てる策定委員会を立ち上げてやっていくのが第３次の計画でござ
いましたから、砂川高校の改築についてはいわゆる期成会を立ち上げて、さらには道が招集する長期の計画のいわゆ
る教育計画推進会議というのが立ち上がってくるわけでございますけれども、この道教委の中の教育計画推進会議と
いうのが招集をされまして、そこの委員の中には当然全道の都市の教育長会議の中から委員さんが任命されるとい
う、そういう流れがありますので、実は事務局が札幌市にありますけれども、この北海道の都市教育長会議の中でぜ
ひ委員になれないであろうかという、そういう具体的なことも申し上げながら、いろんなこといろいろあったのです
けれども、実は１８年の５月の北海道都市教育長会議の春季会議が美唄でありましたけれども、この中において教育
計画推進会議の私が委員に選任されましたので、いわゆる期成会を含めて、そっちの計画を立ち上げる計画の策定委
員として発言をする機会が与えられたなということで思っておりましたけれども、先ほど言いましたとおり期成会に
ついては残念ながら立ち上がることはありませんでしたし、いわゆる北海道の教育計画推進会議の委員に教育長会議
の中で選任をされましたけれども、会議が招集されることはなかったという、そういう大きな流れがありますので、
その点につきましてもご理解を賜りたいというふうに思っております。
　それと、今後の充実、学校の充実に要請していくということの具体的な内容は何なのだということで、今の砂川高
校についてはいいのかというお尋ねでございますけれども、これにつきましては私は先ほど申し上げましたとおり１
５年の８月に札幌の旭丘高校を視察をさせていただいたときに、いわゆる単位制として生徒さんの状況、あるいは学
校の先生の状況等々を拝見をいたしまして、学校の施設等々も見させていただきましたけれども、やはり単位制とい
うのは生徒さんの問題も含めまして、先生あるいは学校の施設、この旭丘高校を見ますと、本当に間仕切りがゆった
りとしておりまして、先ほど要望の内容につきましてお話を申し上げましたけれども、こういうことでやっぱり生徒
さんを中心とした、いわゆるスクーリングのできるところですとかと、いろんなそういう問題のゆったりとしたスペ
ースの中でそれぞれの生徒さんの力量を高めていく学校なのだなということを思っておりまして、これ自体は私はす
ばらしい学校であるという、そういう認識で、ぜひ砂川高等学校についてもそういう形の単位制になればいいなとい
う、学校の施設とともに、旭丘高校の実績を見ますと、生徒さんが９００名を超える学校でございますから、卒業生
は３００人以上出るのですけれども、その中でやはり国公立大学あるいは私立大学含めまして４大に進む方が約９割
近く、８８％以上いるという、そういう状況の実績がありましたので、砂川高等学校につきましてもぜひこういう形
が望ましいのではないかというふうに感じて、単位制の学校についてはここが、私はあちこちは行っていませんけれ
ども、最初で見たこの学校が単位制としてすばらしいものであるというふうに認識をしたところでございます。
　それと、グラウンドの関係でございますけれども、確かに今の南高、砂川高校の敷地と旧北高跡地は約２万平米ほ
ど砂川高校のほうが狭い状況になっておりまして、ただ野球部のグラウンドだけは砂川高校の第２グラウンドとして
利用をして、位置づけをして利用しているという、そういう状況でございますから、本当に理想を言えばいろんなこ
とはあると思うのですけれども、現状の中ではやはり今の中では砂川高校より砂川北高校のほうが２万平米以上多い
という、そういう状況にありますから、どこに建てるのかということも含めまして、先ほど来申し上げているとおり
次期の長期計画ではこんなのであるというふうに判断しておりましたけれども、全面的に改築については白旗を上げ
ているわけではございませんので、今後におけるいろんな検討会議含めまして、総体的に検討していかなければなら
ないというふうに考えているところでもございます。
　以上、いろんなご質問がございましたけれども、やっぱり何といっても言えることは、道の財政がしっかりしない
と道の長期計画もしっかりした実施計画にはなっていないという、そういう状況にもありますし、先ほど申し上げま
したけれども、実施計画に載っていたそれぞれの新しい学校もそうなのですけれども、改築のそれぞれ計画に載って
いる、そういう大規模の改築についても、すべて第３次といいますか、今年度まで、平成１９年度までの実施計画の
中では、やはり残っている学校が相当数あるので、今後についても大変厳しい状況になるのではないかなというふう
に思っておりますけれども、いずれにしましてもそれぞれ学校のご要望を聞きながら、私どもとしても全面的に学校
の支援に努めながら、それぞれ関係部局といいますか、道教委含めまして要望を上げていきたいというふうに考えて
おります。
〇議長　北谷文夫君　小黒弘議員。
〇小黒　弘議員　たくさん説明してもらいましたけれども、胸に響くものは余りなかったのが正直なところです。教
育長きっと一生懸命やってこられているのだろうと思うし、何かお友達で道のほうにもいい位置にいらっしゃるとい
うようなこともお話の中でお伺いしていたりしてきましたけれども、道立高校ですから、道がお金を出さない限りは
どうしようもないしというところは、あるのはあるのだろうと思います。だけれども、僕らがやれることももっとあ
ったのではないのかなと、本当に今になって思うのですよ。結果論だという話なら、僕らも要らないのですよね。結
果論で、あとはそうかいと言うしかないのだとすれば。ただ、この問題はそうではなかったです。本当に議会も一生
懸命動いたつもりだったし、みんなも、議員もみんな気にしていて、何回も質問が出てきたはずなのです。そのタイ
ミングをやっぱりわかってほしいし、動く人が動いてもらわなければということってあると思うのです。僕もたし
か、道に陳情に議会として行ったことがあって、僕も一緒に行ったことあったのですけれども、あれは高校のたしか
問題だと思いますけれども、道議の先生方に会いに行ったら、何今ごろ砂川さん来ているのと、何やっているのと言
われたのをすごく悔しく、しかも残念に思って視察、陳情帰ってきましたけれども、そんなことばかりでした、この
高校問題。
　今回だって、僕はこの区域選出の道議さん何人かに、期成会できたらぜひ加わってくださいとお話ししたら、二つ
返事でいいよと言ってくれた方々何人もいます。だけれども、結果的には期成会もできなかったし、道の今回のこの
話でいよいよけじめかというふうに僕は今思っているのですけれども、ただ砂川高校だけはやっぱりきちっと残して
あげたいのです。あの１６から１８までの子供たちがこの砂川に来なくなったときの影響を考えたら、もう是が非で
もやっぱりいい学校にして、いつでも子供たちが通えるような状況だけはなくしてはならないと思っていまして、そ
のためには目標を定めて道に向かっていってください。新校舎なんか建ちません、もう。こんな北高の跡地の話をし
つつ、まだ新校舎の話なんかしているときではもうないのですよ。はっきりとした教育委員会の方向性を出してくだ
さい。今残さなければならないのは、あの砂川高校を単位制の高校としてちゃんとすることです。
　僕今まで何回も、さっきから言っています、質問してきて、今回議事録をもう一回見直してみたのですよ。驚くこ
とに、教育委員会の中枢たる人、これは教育次長という人ですけれども、僕はこの人たちがきっと中心になって道に
交渉に行ったりやっているものだと思っていたのです。この高校問題が平成１０年から始まって、１２年に統合が決
まって、そのときは田尻さんでした。そして、今の宮下次長まで、何人かわってきていると思います。宮下さんまで
５人です。この８年ぐらいの間に５人が次長をかわっているのですよ。僕は、物事大事な継続していくときに、やっ
ぱり人がかわってしまったら、相手に要望行く人がかわってくるのですよ。道だってかわるのですよね。そうした
ら、また最初から始めなければならないということにもなりかねないのではないかと思うのです。市民と話している
のだって、この人と話していていいところまでいったら、あれ、話しする人が違ってしまった。こんなことってやっ
ぱりマイナスだと思うのです。でも、現実的に５人の方々が僕の質問に答弁立っていて、あれ、これメンバーがこん
なに違ってきてしまったのだというのを改めて考えて、こんなことももしかしたらどこかの原因でもあるのではない
かなというふうに思うのですけれども、教育長、最後にお伺いします。新校舎は、これからも建つのですか。要望し
ますか。それと、それは北高の跡地が最有力地ですか。
　これで終わります。
〇議長　北谷文夫君　教育長。



〇教育長　四反田孝治君　砂川高校の改築に向けて、本当に今まで私が就任してからでも多数の議員の皆様から一般
質問、あるいは総務文教委員会の中でご質問いただきまして、今日にきているわけでございますけれども、決して私
といいますか、教育委員会としてもただ道教委だけに行って要望しているわけでもございません。機会あるごとに、
それぞれ道議の先生含めて、特に衆議院議員の先生、あるいは３年前になりますけれども、１６年のときに河村文部
大臣が滝川にこられたときにも、砂川の教育課題が何かあるのかというときには、こういう改築の問題があって、統
合になって、１つの高校がなくなっていますから、今砂川市の課題としては改築を重点的に進めているのですよとい
う、そういう要請行動も行っておりますし、特にそれぞれの毎年行われるいろんな政党の要望事項の聞く場があるわ
けでございますけれども、これにつきましてもそれぞれの衆議院あるいは道議の先生方に要望して今日まできている
という、そういう状況でございますので、ご理解を賜りたいと思いますし、今砂川高校が砂川からなくなるという、
そういう懸念は決して楽観できる状況ではありません。特に今道教委が進めているのは、やっぱり小間口の学校につ
いては再編しようとしている大きな流れがあります。ただ、それは、道教委としては望ましい高等学校の間口は幾つ
なのですかという、そういう指針も出ているわけでございますけれども、４間口以上の学校が望ましいスタイルであ
るという、そういう基本的な考え方を持っておりますから、当然砂川高等学校につきましても４間口の確保に全力を
挙げていただきたいと思いますし、砂川市教育委員会としてもできることは支援をしていきたいというふうに考えて
おります。ただ、今生徒数が激変をしているという、そういう状況の中で、砂川市の中学校を卒業される生徒さんは
毎年やはり四、五十人にわたって滝川市のほうに流出しているという、そういう現状もありますので、ぜひとも４間
口の確保に向けまして、道教委に向けてもいろんな支援策を要望するわけでございますけれども、それぞれ定めなが
ら要望を続けていきたいというふうに考えております。
　それと、後段のほうのご質問で、次長が８年間で５名かわったから、原因が何かあるのでないかなというご質問で
ございますけれども、組織としての教育委員会の中の教育次長というのは一つのポストであります。ですから、毎日
毎日の業務の取り進めにつきましては、教育行政は現在平成１８年から平成２２年の５カ年の砂川市の教育推進計画
で進められておりますし、その単年度、単年度の、５カ年の計画を受けて単年度の教育行政実践方針を策定をして事
務を進めておりますし、特に毎年３月の第１の定例会におきまして、今年度における教育長による教育行政執行方針
によってそれぞれ計画的に行政を取り進めておりますので、毎年次長が、毎年ではありませんね、次長が今までの経
過の中ではかわろうといえども、教育全体には影響がないものと考えております。また、基本的には、やはり教育委
員会の職員といえども市の職員でありますから、常に砂川市のため、市民のため、市民の目線に立って、開かれた教
育行政、活力ある教育委員会を目指して教育行政をいろんな方々のご理解とご支援をいただきながら取り進めており
ますので、その点につきましてもご理解を賜りたいと存じます。
　いずれにしましても、次期の長期計画の中で改築は困難な状況であるというふうな判断で今回報告をさせていただ
きましたけれども、もろ手を挙げて道教委にバンザイしているわけでありませんので、今後におきましても道のいろ
んな情報を踏まえながら、今後とも改築に向けての取り進めを、取り組みを進めてまいりたいというふうに考えてお
りますので、ぜひこの点もあわせましてご理解を賜りたいと存じます。
〇議長　北谷文夫君　中江清美議員。
〇中江清美議員　（登壇）　ただいまお二人の議員の質問が、質疑がされておりまして、大体もう重複しているよう
なことが多いのですけれども、最後本当に１点だけ。今砂川高校の野球部のグラウンドを使っているのですけれど
も、その使用については今後も引き続き利用をすることが可能なのかどうかということの確認をしておきたいと思い
ます。
　あと、今いろいろ質疑の内容を伺っておりまして、本当に道の道教委のほうの財政的な厳しさによって、本当に新
校舎というのはすごくほど遠いという印象を感じたのですが、ただ大規模の改造時期、もう５年したら、経過したら
２５年になるということで、そのときに向けて、本当に今までのいろいろな経験を生かした中で道教委に要望してい
かなければならないというふうに思うのですが、その辺について、この可能性としてはどのようにとらえているの
か。この２５年度以降の２回目の大規模改造時期についてのその辺の今までの道教委とのやりとりの中で、どういう
ふうに印象としてはとらえているのかを伺いまして、私の１回目の質疑終わります。
〇議長　北谷文夫君　教育長。
〇教育長　四反田孝治君　（登壇）　ご質問にお答えしたいと思います。
　まず、１点目の野球部のグラウンドの関係でございます。これにつきましては、現在砂川高校の第２グラウンドと
して位置づけられておりますので、この点につきましては引き続き砂川高校の第２グラウンドとして利用できるとい
うふうな判断に立っております。
　それと、大規模の計画が平成２５年に到来するわけでございますけれども、その可能性についてどうなのかという
お話でございます。これにつきましては、そういう基準の中で平成２５年に第２回目の大規模改修の時期には到達す
るのですけれども、今の道教委の第３次の計画、つまり平成１０年から１９年度までのそれぞれ実施計画の中で位置
づけられている大規模改修の、改造の着工の後期の計画を見ますと、８０校がノミネートされているのですけれど
も、実際に大規模改修が実施されたのは２５校にとどまっておりますので、進捗状況については１８．５％、２割を
満たない状況になっておりますし、残りの５５校が大規模改修着工の位置づけがされているにもかかわらず、第３次
の長期計画の中では未執行、未実施のまま次の第４次の計画の中に繰り越していくという、そういう状況になってお
りますので、時期は２５年にそういう大規模改修の時期にはまいりますけれども、実施に向けましてはいろんな状況
が、今申し上げた状況があると思いますので、この点につきましても全体的な時期に向けての、いわゆる改築含めた
全体的な砂川高等学校の状況についても要望をしていきたいというふうに考えているところでもございます。
　以上でございます。
〇議長　北谷文夫君　中江清美議員。
〇中江清美議員　重なったような質問で、ちょっと申しわけないと思うのですが、最近近い話では妹背牛の商業高校
がかなり全国的な運動で頑張って存続運動をして、地域の人も生徒も巻き込んで運動して、それでもなおかつ閉校に
なったということでは、いろいろな形で本当に存続させるということは、あれは閉校ですけれども、そういった意味
では財政的に相当のやっぱり厳しさというのがあるというふうに思うのです。これは、国のやっぱり政策、教育予算
の少なさ、そういうのから端を発しているというふうに根本的には思います。そういう中で、現場としては相当苦慮
して、そしてやはり単位制の総合学科、総合学校ということでは本当に一般の高校と違っていろいろな場所が必要と
されると、先ほど旭丘の高校の例を言っておりましたけれども、そういうことで、これから運動を進めるに当たっ
て、僣越なのですけれども、本当に日常の授業内容がそういう本当にベニヤ板仕切られたような状況の中でやってい
るような様子、それからやっぱりそういう大変な環境状況の中でやっているのだということを具体的に記録として、
やっぱり道に要求していく場合にはそういう資料も具体的には必要ではないのかなというふうに思うのですが、これ
までの道教委との取り組みの中でそのようなことがされてきたのかどうかということをちょっとお伺いしたいと思い
ます。
　それと、北高跡地です。建物についてはなかなか、壊すのも１億円かかるとか大変な、利活用については庁舎内で
も検討委員会をつくったとかいろいろあるのですが、やはりあそこの地域の人たちが一番、空き学校ですから、やっ
ぱりいろいろなことを感じていると思うので、やはり地域の方々の意見だとか市民の声を聞くとか、本当にそういっ
た形で意見を聞く機会を設けることをしようとしているのかどうか、その辺もお伺いしたいなと思いますし、それか
らグラウンド以外にも、広い土地ですから、今は草ぼうぼうになっていますけれども、整地すればテニスをできるよ
うな場所だとかいろいろあるのですよね。ですから、建物は今のところはどうにもならないかもしれませんが、そう



いう部分についての、やはりグラウンドもいろいろな方たちのボランティアで整地しながらやっているわけで、そう
いう空き地、そういうもののボランティアを活用した利活用というのについてはどのようにお考えでしょうか。
〇議長　北谷文夫君　教育長。
〇教育長　四反田孝治君　前段に妹背牛高校のお話がございましたけれども、先ほどもちょっとご答弁申し上げたの
ですけれども、やはり今の道の財政状況から、今の北海道の道立高校は全体で２３４校道立高校があるのですけれど
も、その中でやはり今、先ほど申し上げましたとおり４間口以上の高等学校が適切であるという、そういう基本的な
考え方がありますので、今の妹背牛高校さん、あるいはことし１間口の募集がなくなった沼田高校ですとかと、そう
いう全道の中で小規模校と言われる１学年に１クラスしかないですとか２クラス、３間口以下の学校が約１００校以
上あるのです。ですから、今の状況でいくと４７％ぐらいですから、半分以下の高等学校が多くあるので、これを再
編していこうという大きな北海道の教育委員会としての流れがあって、そのうねりの中でいろんな統廃合ですとか募
集停止ですとかと、いろんなことが道教委の施策としてやっておりまして、そのときに、いわゆる反対闘争といいま
すか、札幌でも署名活動をやったとかというテレビ報道が、新聞等々ありましたけれども、残念な結果になっている
という、そういう状況であります。ですから、道の財政がきっと、私もそっちのほうの専門家ではありませんけれど
も、やはり国が推し進める三位一体の改革以降、道の財政も相当窮屈になってきているというのは事実だと思いま
す。ですから、ことしの平成２０年度の道の一般会計の予算を見てみますと、やはり公債償還費については過去最高
の７，８２３億に上っているという、そういう報道もありますし、特に道債の残高は５兆５，０００億にもなってい
て、利子だけで１日２億７，０００万の払いが生じているという、そういう状況の中で、教育、道教委の進める施策
についてもやはり実施計画には至らないで、教育ビジョン的な基本理念だけの計画に大きくなっているという、そう
いう状況にありますので、ぜひご理解を賜りたいというふうに思っております。
　それと、先ほど砂川高校の間仕切りについては、ベニヤ板で仕切っているということがございましたけれども、そ
ういうことはありません。１７年のときに、道の予算で約４，０００万以上かけて教室の間仕切りをやっております
ので、防音対策もできているというふうに聞いておりますので、現実的には間仕切り等、それとロッカーのそれぞれ
の設置をしているという、そういう状況にありますので、決して望ましいスタイルではないのですね、本当の教室、
４０人学級の教室を２つに割るわけですから、決して望ましい体制の教室になっているとは思いませんけれども、現
状についてはそういう状況でございますので、ご理解を賜りたいと存じます。
　それと、一番北高の、旧北高の跡利用の関係につきましては、これについては当然４月以降でいろんな検討委員会
の中でいろんな考え方が出されると思いますので、望ましい方向になるようにぜひ取り組みを進めてまいりたいとい
うふうに考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。
〇議長　北谷文夫君　中江清美議員。
〇中江清美議員　交渉の仕方として、具体的に単位制の学校としてはいろいろな場所が必要だというところで、やっ
ぱり狭隘なところで学習しなければならない、そういう状況というのはどのように具体的に示されて。
〇議長　北谷文夫君　教育長。
〇教育長　四反田孝治君　砂川高校の単位制としての校舎のあり方については、当然教育委員会も、その教室が狭い
ということと、やはり生徒のいろんなカウンセリングを受ける部屋等々がないですし、小規模の研修室もありません
から、不足しているという認識は学校当局もそれぞれ理解していると思いますし、その点については学校は学校なり
に道教委のほうに、あるいは教育委員会としても、そういうような状況を含めまして、今まではとにかく次期長期計
画の中に砂川高校の改築をぜひということで進めてまいったのが現実でございます。
　それと、前後するかもしれませんけれども、今の道教委の担当の方々については、当初の砂川南、北高校の統合の
ときの担当者がそれぞれ道教委のほうのそれぞれのポストについている方々ですから、砂川の状況については十分承
知している方がいるという、そういうこともあわせましてご理解を賜りたいと思います。
　北高跡地の検討委員会がありますので、そちらのほうで全体的な利用の状況については検討されるものだというふ
うに判断しております。
〇議長　北谷文夫君　他にございませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
　これで質疑を終わります。
　以上で特別教育行政報告を終わります。

　　　　◎日程第４　主要行政報告
〇議長　北谷文夫君　日程第４、主要行政報告を求めます。
　市長。
〇市長  菊谷勝利君  （登壇）　平成１９年第４回定例市議会以降における主要行政について報告を申し上げます。
　まず、１ページ目の総務部総務課の関係では、２点目の砂川市行政改革推進委員会について、２月の２７日、第７
回砂川市行財政改革推進委員会が開催をされたわけでありまして、平成１９年度の行財政改革に関する答申後の状況
及び平成２０年度予算の影響額について報告をさせていただきました。
　次に、２ページの広報広聴課の関係では、１点目の「市長と“すながわ”を語ろう」について、１２月の１８日、
公民館において、社会教育事業「青年コミュニティ学院」の参加者１１人とまちづくりに対する意見交換を行ったと
ころであります。
　２点目の市勢要覧の発行について、市の特徴や魅力を市内外に紹介する資料として、市勢要覧及び資料編を３，０
００部作成をいたしました。関係機関や希望者などに配布するとともに、より幅広くＰＲをするため、市のホームペ
ージに掲載をしたところであります。
　４点目の砂川市新年交礼会について、１月の１０日、砂川パークホテルにおいて実施をいたしました。２８９名の
ご参加をいただいたところであります。
　６点目の２市３町地域づくり懇談会について、１月の２１日、第５回２市３町地域づくり懇談会が開催され、新た
に副市町長会議を開催をいたしまして、最新の状況、さらには財政推計を作成することにいたしました。２月１日か
ら１９日までに５回の副市町長会議が開催されたところであります。その後２月の２５日、第６回２市３町地域づく
り懇談会が開催をされ、これまでの副市町長会議の報告を受け、合併における問題点や課題並びに国、道の要請事項
などについて協議を行ったところであります。
　３ページの８点目のスマートインターチェンジに関する勉強会について、１月の３１日、北海道庁において、札幌
開発建設部、北海道東日本高速道路株式会社及び砂川市の参加により第２回「スマートインターチェンジに関する勉
強会」を開催をいたしました。スマートインターチェンジの必要性と地域にもたらす整備効果、今後の進め方等につ
いて協議をしたところであります。
　９点目の公的資金補償金免除繰上償還の承認について、地方自治体の公債費負担軽減のため、平成１９年度から２
１年度までの国の臨時特例措置として徹底した総人件費の削減を内容とする財政健全化計画または公営企業経営健全
化計画を策定をし、行財政改革に取り組む場合、財政融資資金などの公的資金のうち高率のものの一部について繰上
償還が認められ、本来繰上償還する場合に必要な利子相当額の補償金が免除されることになったところであります。
このことから、一般会計のほか、下水道会計、病院会計においてこれらの計画を策定をし、繰上償還の承認を得たと
ころであります。なお、各会計の繰上償還額は、それぞれ記載のとおりであります。
　次に、４ページの市民部市民生活課の関係では、１点目の住民基本台帳カードの交付状況について、１１月から１



月３１日までにおいて申請受理件数は３７件、交付済み件数は３１件となっております。
　次に、７ページの社会福祉課の関係では、１点目の生活困窮世帯年末見舞金の支給について、１２月に民生児童委
員会を通じて、民生児童委員を通じて９９世帯に年末見舞金を支給したところであります。
　３点目の福祉灯油助成事業について、１２月２５日から２月２０日までに福祉灯油助成券の交付の申請の受付を行
い、対象世帯１，５１８世帯に対し、１，２７６世帯から申請を受け、このうちに該当になった１，１４０世帯に交
付をしたところであります。なお、交付率は、７５．１％となったところであります。
　次に、１０ページの経済部商工労働観光課の関係では、５点目の砂川市中心市街地活性化協議会について、２月の
７日、第８回砂川中心街市街地活性化協議会が開催をされ、計画内容の再確認及び市立病院改築の進捗状況報告を行
い、中心市街地回遊政策検討委員会の発足について協議をしたところであります。
　次に、１１ページの農政課の関係では、３点目の農地・水・環境保全向上対策について、活動内容に関し市と協定
を交わした富平地区、北光中央地区、豊沼地区、袋地地区、焼山地区、空知太西地区、吉野・宮城の沢、鶉地区の７
活動組織は、順調に活動を進め、交付金額等がそれぞれ記載のとおり確定したところであります。
　次に、１３ページの建設部建築住宅課の関係では、１点目の工事の発注状況について、南吉野団地建設関係では発
注率は１００％、進捗率は５０．５％となっているところであります。
　１４ページ、７点目のすながわハートフル住まいる奨励金について、平成１８年４月から施行しました。すながわ
ハートフル住まいる奨励金の交付状況は、それぞれ記載のとおりであります。
　次に、１６ページの市立病院の関係では、２点目の附属看護専門学校受験状況について、平成２０年度の入学試験
は１３３名の応募があり、１月の２４日に学科試験、２月６日に面接試験を実施した結果、２月１４日に推薦入学者
９名を含む３６名の合格者を発表したところであります。
　以上を申し上げまして、主要行政報告といたします。

　　　　◎日程第５　教育行政報告
〇議長　北谷文夫君　日程第５、教育長行政報告を求めます。
　教育長。
〇教育長　四反田孝治君　（登壇）　前定例会以降におきます教育行政の主な内容につきましてご報告を申し上げま
す。
　初めに、学務課所管でありますが、１点目の公立高等学校入試出願状況について申し上げます。２月１４日、北海
道教育委員会は、平成２０年度の公立高等学校入試出願状況を公表いたしました。砂川高等学校は、定員数１６０名
に対し出願数は１４１名で、１９名の定員割れとなったところであります。空知北学区の出願状況は、表のとおりで
あります。空知北学区の定員数は、昨年と比較いたしまして、沼田高校の募集停止で１間口減、滝川高校が６間口か
ら５間口と１間口減となり、２間口８０名の減となっているところであります。
　２点目の砂川中学校吹奏学部北海道アンサンブルコンクール出場について申し上げます。砂川中学校吹奏学部は、
１月１３日、岩見沢市で開催されました第２９回空知地区管楽器個人アンサンブルコンクールにて金賞を受賞し、２
月１７日、釧路市民文化会館で開催された第３９回北海道アンサンブルコンクールに出場し、銅賞を受賞したところ
であります。
　次に、２ページ、３点目の平成１９年度教育実践表彰について申し上げます。昨年１２月２６日、２７日、札幌市
で開催されました第２３回道新杯全道中学校選抜卓球大会兼全国中学校選抜予選会（団体戦）におきまして、石山中
学校卓球部が優勝いたしましたので、平成１９年度の砂川市教育実践表彰の対象として決定したところでもありま
す。
　次に、３ページ、学校給食センター所管について申し上げます。１点目の給食費の改定でありますが、２月１日に
開催いたしました給食センター運営委員会におきまして、本年度はパンの原料である小麦や他の原材料の単価が急騰
していることから、給食の単価を小学生は現行２１７円を１０円アップの２２７円に、中学生は現行２７０円を１３
円アップの２８３円に改定することを決定したところであります。なお、保護者等へは、２月１８日から３月４日ま
での間に各学校において説明会を開催し、あわせて給食費改定のお知らせ、給食だより、広報等で広く周知を図る予
定であります。
　２点目の朝食（食生活）のアンケート調査の実施についてでありますが、子供たちの食生活の乱れや栄養の偏りが
懸念される状況にあることから、昨年に引き続いて市内小中学校の児童生徒の全員を対象にアンケート調査を行った
ところであります。アンケート調査の回収率は９０．１％で、昨年より１．５ポイント上回りました。「毎日朝食を
摂るか」の問いでは、「摂らない日が多い」と「いつも摂らない」とを合わせまして１０．８％となり、これは昨年
の９．５％より１．３％上昇しており、まだ朝食の大切さが浸透していない状況であります。今後は、アンケートの
結果の分析等を行い、詳細に行って食生活の改善に結びつくよう活用するとともに、学校、関係部署等と連携を図り
ながら、これまで以上の啓発を推進してまいります。
　次に、交流センター交流推進課所管について申し上げます。地域交流センターゆうの利用状況につきましては、昨
年４月から今年２月までの総計は２，０４０件、７万６，８７０名であり、施設オープン以降の施設利用は２，４３
２件、１０万５，６３９名となっており、当初の目標を大きく上回る利用がなされている状況であります。
　以上を申し上げまして、教育行政報告とさせていただきます。
〇議長　北谷文夫君　午後１時まで休憩します。
休憩  午前１１時５８分
再開  午後  ０時５９分
〇議長　北谷文夫君　休憩中の会議を開きます。

　　　　◎日程第６　議案第１号　平成１９年度砂川市一般会計補正予算　　　　　　　
　　　　　　　　　　議案第２号　平成１９年度砂川市国民健康保険特別会計補正予算　
　　　　　　　　　　議案第３号　平成１９年度砂川市下水道事業特別会計補正予算　　
　　　　　　　　　　議案第４号　平成１９年度砂川市老人医療事業特別会計補正予算　
　　　　　　　　　　議案第５号　平成１９年度砂川市介護保険特別会計補正予算　　　
　　　　　　　　　　議案第６号　平成１９年度砂川市病院事業会計補正予算　　　　　
〇議長　北谷文夫君　日程第６、議案第１号　平成１９年度砂川市一般会計補正予算、議案第２号　平成１９年度砂
川市国民健康保険特別会計補正予算、議案第３号　平成１９年度砂川市下水道事業特別会計補正予算、議案第４号　
平成１９年度砂川市老人医療事業特別会計補正予算、議案第５号　平成１９年度砂川市介護保険特別会計補正予算、
議案第６号　平成１９年度砂川市病院事業会計補正予算の６件を一括議題といたします。
　各議案に対する提案者の説明を求めます。
　総務部長。
〇総務部長　善岡雅文君　（登壇）　議案第１号　平成１９年度砂川市一般会計補正予算についてご説明いたしま
す。
　今回の補正は、第７号であります。
　第１条は、歳入歳出予算の補正であります。歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４，０５２万４，０００円
を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１０８億７，３７５万５，０００円とするものであります。



　第２条は、継続費の変更であります。８ページ、第２表、継続費補正に記載のとおり、南吉野団地建設工事につい
て年割り額を補正するものであります。
　第３条は、債務負担行為であります。９ページ、第３表、債務負担行為に記載のとおり、認定農家支援金利子補給
に係る限度額の設定を行うものであります。
　第４条は、地方債の変更であります。１０ページ、第４表、地方債補正に記載のとおり、臨時地方道整備事業債か
ら臨時財政対策債までについて２，４３０万円を減額補正し、補正後の限度額を５億３，０６０万円とするものであ
ります。
　それでは、歳出からご説明いたしますが、大部分が決算見込みによる事業費の確定によるものでありますので、主
なもの及び説明にアンダーラインを付してある新規事業を中心に説明をしてまいります。
　まず、７４ページをお開きいただきたいと存じます。２款総務費、１項５目財産管理費で一つ丸、財産管理に要す
る経費のうち砂川小学校旧プール、これは昭和４９年まで使用していたプールでございますけれども、これの基礎コ
ンクリート解体工事費８１万６，０００円及び旧給食センター跡地埋設物補償金２８万４，０００円の補正は、旧給
食センター跡地のうち１，６９２．７１平方メートルを売却するために必要な砂川小学校旧プール基礎コンクリート
解体撤去費と売買契約書に基づく埋設物の除去等に係る補償金であります。
　次に、６目企画費で一つ丸、ふるさと活性化事業補助金１８０万円の減は、該当事業がなかったことによる減であ
ります。
　次に、７６ページ、１３目まちづくり推進費で二重丸、都市再生推進事業費１，２９１万５，０００円の減額は、
旧市民会館、特別養護老人ホーム福寿園、旧青少年会館解体工事の事業確定による減であります。
　次に、７８ページ、２項１目徴税費で一つ丸、市税の賦課事務に要する経費のうち標準宅地時点修正委託料５万
３，０００円の補正は、平成１９年７月１日現在で北海道が実施した地価調査の結果、物価の下落があり、価格の修
正のため砂川市内５地点の鑑定評価を行うための委託料であります。
　次に、８６ページ、３款民生費、１項２目知的障害者福祉費で一つ丸、知的障害者自立支援に要する経費のうち介
護給付費で８２３万８，０００円の減は、自立支援制度での日割り請求による精算の減であります。
　次に、９０ページ、５目老人福祉費で一つ丸、老人施設措置に要する経費のうち施設措置費１，０１８万４，００
０円の減は、養護老人ホーム措置人員３名の減によるものであります。９２ページ、同じく、二重丸、後期高齢者医
療制度導入に要する経費１３８万２，０００円の補正のうち、通信運搬費１７万１，０００円は保険証の送付にかか
わる経費、保険証作成委託料４万７，０００円は保険証の作成委託、システム改修経費１０５万円は新たに保険料を
負担することとなる被用者保険の被扶養者に係る保険料の激変緩和措置に係るシステム改修経費、その他の経費１１
万４，０００円は旅費であります。
　次に、９８ページ、３項１目生活保護総務費で二重丸、生活保護システム更新に要する経費１，２３１万５，００
０円の補正は、平成１３年に導入したパソコン、プリンター及びソフト等、生活保護システム更新に要する経費で、
全額国庫補助で整備をするものであります。
　次に、１１２ページ、７款商工費、１項１目商工振興費で二重丸、企業振興促進補助金６１６万２，０００円の補
正は、継続企業１社、新規対象企業３社によるものであります。
　次に、１１４ページ、８款土木費、２項３目道路橋梁新設改良費で二重丸、道路橋梁新設改良事業費１，４９６万
８，０００円の減は、事業確定による減であります。
　次に、１２０ページ、５項２目住宅管理費で二重丸、ハートフル住まいる推進事業に要する経費６１８万円の減
は、永く住まいる住宅改修補助金で当初４０件見込んでおりましたが、実績が１４件だったことによる減が主なもの
であります。
　３目市営住宅建設費で二重丸、南吉野団地建設事業費１，６７５万８，０００円の減は、事業確定による減であり
ます。
　次に、１３４ページ、１０款教育費、４項１目社会教育費で二重丸、地域交流センターの運営管理に要する経費
１，２６９万円の減は、運営管理委託料のうち電気料で、当初予算では施設設備の総電力量８５０キロワットの約７
０％の５９５キロワットと基本電気量を想定して予算計上いたしましたが、施設オープン後の使用実績１４６キロワ
ットがピークであったことから、節電にも努めましたが、基本電気量が１４６キロワットとなったことによる減であ
ります。
　次に、１３６ページ、５項２目体育施設費で一つ丸、総合体育館の管理に要する経費のうち、つりもの装置撤去工
事費４５万円の補正は、総合体育館のアリーナで音楽祭等の催しものの開催時に臨時的に設置されるステージの照明
や幕等のつりものについて、使用回数の減少と維持管理経費等の観点から、これらの撤去に係る経費を補正するもの
であります。
　次に、１４２ページ、１１款１項１目元金で一つ丸、地方債償還元金８，８７４万円の補正は、実質公債比率引き
下げのために北海道市町村振興協会に当初予算３，０００万円に４，５７０万円を補正して繰上償還することとし、
また公的資金補償金免除償還分として４，３０４万円を繰上償還するものであります。
　次に、１４４ページ、１２款諸支出金、２項１目国保会計繰出金２，２７１万４，０００円の減は、病床数が多い
ことによる給付費増嵩分に対する交付税算入分の減によるものが主なものであります。
　同じく、２目下水道会計繰出金１，３５１万１，０００円の補正は、下水道全体計画の見直しによる資本費平準化
債の減によるものであります。
　同じく、３目病院会計繰出金３，０６０万７，０００円の補正は、交付税算入起債償還分の増によるものが主なも
のであります。
　３項１目開発公社費で一つ丸、砂川市土地開発公社事業補助金４５０万円の補正は、すずらん団地２区画分、あか
ね団地１区画分について売買が成立し、住宅を建設、居住したことによる１５０万円掛ける３区画分に対する補助金
であり、本年度の実績は８区画となるものであります。
　次に、１４６ページ、１３款職員費、１項１目職員費で一つ丸、職員の給与等に要する経費３，２９３万円の減
は、中途退職者２名によるもののほか、特別職の期末手当の削減及び行政改革による職員人件費削減の１９年度前倒
し分によるものであります。
　以上が歳出でありまして、歳入については１１ページ、総括でご説明を申し上げます。１０款地方交付税は１億９
９５万４，０００円の補正となりますが、普通交付税で当初予算計上３４億８，０００万円に対して決定額が３５億
８，９９５万４，０００円となったことによるものであります。この主な要因としましては、砂川市の行政改革の実
績が反映され、地域振興費で８，７００万円ほど算入されたこともあり、当初地財財政計画での４．４％減の見込み
ほど落ちなかったことによるものであります。
　１６款財産収入は６，５３２万１，０００円の補正となりますが、土地売払収入で土地開発公社より買い戻した工
業団地用地と北光公園用地のほか、旧給食センター跡地を売却したものが主なものであります。
　１８款繰入金は１，０１３万３，０００円の補正となりますが、まちづくり事業基金繰入金１，４４９万円の減は
事業確定により基金へ繰り戻すもので、財政調整基金繰入金２，０１９万７，０００円の減は地方交付税の増及び歳
出の減により財源調整のため基金に繰り戻すものであります。減債基金繰入金４，５７０万円の補正は、繰上償還の
ため繰り入れるものであります。
　２０款諸収入は１億６，７２０万１，０００円の減となりますが、砂川振興公社貸付金１億６，８００万円を国の
指導により短期貸付金から長期貸付金に振りかえることによるものであります。



　２１款市債は２，４３０万円の減となりますが、事業確定による減であります。
　以上が歳入の主なものであります。
　なお、１４８ページに継続費に関する調書、１５０ページに債務負担行為に関する調書、１５２ページに地方債に
関する調書を添付しておりますので、ご高覧をいただき、よろしくご審議いただきますようお願いを申し上げます。
〇議長　北谷文夫君　市民部長。
〇市民部長  井上克也君  （登壇）　私から議案第２号、議案第４号、議案第５号についてご説明を申し上げます。
　初めに、議案第２号　平成１９年度砂川市国民健康保険特別会計補正予算についてご説明申し上げます。
　今回の補正は、第２号となります。
　第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３６６万８，０００円を減額
し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２５億８，５６０万円とするものであります。
　それでは、歳出からご説明を申し上げます。２４ページをお開き願います。１款総務費、１項１目一般管理費で５
９３万７，０００円の増は、一般管理事務に要する経費の給料以下記載の人件費のほか、主に医療制度改革に伴う国
の高齢者負担凍結により新たなシステム改修が必要となり、プログラム変更委託料３３３万９，０００円の補正、ま
た国保事業共同電算化に要する経費として制度改正に伴う国保データベースシステムの保守点検委託料１０５万円の
補正によるものであります。
　３項１目特別対策費で４万４，０００円の減は、医療費適正化対策に要する経費のうち健康管理システム借上料を
保守点検委託料とし、共済費、電算業務委託料の確定に伴う減額であり、２７ページの収納率向上対策に要する経費
は燃料費、旅費の増によるものであります。
　２８ページをお開き願います。２款保険給付費、１項１目一般被保険者療養給付費で７００万円の減、２目退職被
保険者等療養給付費で４，７００万円の増は、平成１９年度当初予算でそれぞれ１８年度決算見込みの３％増を計上
いたしましたが、今年度１０カ月分の療養給付費は一般被保険者分で昨年同月比１％の増にとどまっているための
減、退職被保険者で昨年同月比約１１％の増となっているための補正であります。
　４目退職被保険者等療養費で７５万円の増、５目審査手数料で２０万円の増は、いずれも件数の増によるものであ
ります。
　２項１目一般被保険者高額療養費で４００万円の減、３０ページでありますが、２目退職被保険者等高額療養費で
７００万円の減は、いずれも件数の減によるものであります。
　４項１目出産育児一時金で３５０万円の減は、件数の減。
　５項１目葬祭費で３０万円の増は、件数の増であります。
　３２ページをお開き願います。３款老人保健拠出金、１項１目老人保健医療費拠出金で３，０２６万３，０００円
の減、２目老人保健事務費拠出金で４４万２，０００円の減、続きまして３４ページの４款介護納付金、１項１目介
護納付金で６５９万８，０００円の減は、それぞれ拠出金、納付金の確定によるものであります。
　３６ページをお開き願います。６款保健事業費、１項１目疾病予防費は２４万８，０００円の減額補正となります
が、ネットワーク構築委託料２１万６，０００円の補正は、特定健診等のシステムを北海道国民健康保険団体連合会
との間で構築するためのパソコン設定環境調査及びＬＡＮ配線等に要する経費であり、無受診世帯記念品、がん検
診、基本健診、インフルエンザ予防接種各負担金及び健康まつりに要する経費は、事業費等の確定による補正であり
ます。
　３８ページをお開き願います。８款諸支出金、１項１目一般被保険者過年度過誤納還付金で１２４万円の増は、一
般被保険者に係る過年度過誤納還付金の増によるものであります。
　歳入につきましては、５ページ、総括でご説明させていただきます。１款国民健康保険税で２８万２，０００円の
減は、医療給付費分の賦課限度額の引き上げはあるものの、一般被保険者分及び退職被保険者分において被保険者
数、課税所得が増減したことによるものであります。
　２款国庫支出金で８７０万８，０００円の減、３款療養給付費等交付金で４，６９９万５，０００円の増、４款道
支出金で６４８万１，０００円の減は、いずれも歳出の保険給付費に基づく国、診療報酬支払基金及び北海道の負担
ルール分の減によるものであります。
　６款共同事業交付金で８６４万１，０００円の減は、高額医療費共同事業及び保険財政共同安定化事業の対象医療
費の減によるものであります。
　７款繰入金で１，４８０万５，０００円の減は、一般会計繰入金２，２７１万４，０００円の減及び国保基金繰入
金７９０万９，０００円の増によるものであります。
　９款諸収入で１，１７６万４，０００円の減額補正は、一般被保険者返納金で５９８万１，０００円の増となるも
のの、今年度の赤字額を２，０３１万６，０００円と見込み、平成２０年度予算の繰り上げ充用金で賄う雑入を１，
７７２万７，０００円減とすることによるものであります。
　以上、よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げます。
　続いて、議案第４号　平成１９年度砂川市老人医療事業特別会計補正予算についてご説明申し上げます。
　今回の補正は、第３号となります。
　第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，６０９万２，０００円を減
額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２５億５，３７６万７，０００円とするものであります。
　それでは、歳出からご説明を申し上げます。２０ページをお開き願います。１款総務費、１項１目一般管理費で２
６万４，０００円の減は、主に電算業務等委託料の減であります。
　２２ページをお開き願います。２款医療諸費、１項１目医療給付費で１，９００万円の減及び２目医療費支給費で
３３０万円の減は、医療費の減によるものであります。
　３目審査支払手数料で５２万８，０００円の減は、受診件数の減によるものであります。
　４目高額療養費で７００万円の増は、対象給付費の増によるものであります。
　歳入につきましては、５ページ、総括でご説明をさせていただきます。１款支払基金交付金で１９０万２，０００
円の減、２款国庫支出金で１，４５２万６，０００円の減、３款道支出金で３６２万５，０００円の減は、医療費の
減による負担ルール分の減額であります。
　４款繰入金で３８７万３，０００円の減は、医療費分のほか、事務費分の減によるものであります。
　５款繰越金で１，０００円の減は、平成１８年度決算において繰越金が発生しなかったことによる減であります。
　６款諸収入で７８３万５，０００円の増は、５カ所の医療機関からの過大請求に伴う返納金の増によるものであり
ます。
　以上、よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げます。
　続いて、議案第５号　平成１９年度砂川市介護保険特別会計補正予算についてご説明を申し上げます。
　今回の補正は、第２号となります。
　第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５，６３４万６，０００円を追加
し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１３億７５８万７，０００円とするものであります。
　それでは、歳出からご説明を申し上げます。２２ページをお開き願います。１款総務費、１項１目一般管理費１１
６万６，０００円の増は、介護保険制度改正に伴う電算システム改修委託料の増によるものであります。
　２項１目賦課徴収費５，０００円の減は、口座振替手数料の減によるものであります。
　３項１目介護認定審査会費２５万５，０００円の減は、主に審査回数の減による委員報酬の減であります。



　３項２目認定調査費５３万８，０００円の減は、主に主治医意見書手数料及び調査委託料の減によるものでありま
す。
　２４ページをお開き願います。２款保険給付費６，５８２万８，０００円の増は、１項３目施設介護サービス給付
費で３，１８８万４，０００円の増、２６ページの２項１目介護予防サービス給付費で１，４２９万１，０００円の
増、２８ページの３項１目高額介護サービス費で４００万８，０００円の増、３０ページの４項１目特定入所者介護
サービス費で２，５５６万５，０００円の増などが主なものであります。
　続いて、３２ページをお開き願います。４款基金積立金７２４万４，０００円の減は、保険給付費の増等により介
護給付費準備基金積立金を減額するものであります。
　３４ページをお開き願います。５款地域支援事業費２７４万４，０００円の減は、１項２目介護予防一般高齢者施
策事業費の生活支援ホームヘルプサービス事業委託料で１１８万５，０００円の減及び３６ページの２項２目任意事
業費の在宅老人配食サービス委託料で１３６万８，０００円の減等が主なものであります。
　３８ページをお開き願います。７款諸支出金１３万８，０００円の増は、過年度過誤納還付金の増によるものであ
ります。
　歳入につきましては、５ページ、総括でご説明をさせていただきます。１款保険料６６万５，０００円の減は、主
に所得階層第６段階の被保険者数の減によるものであります。
　２款分担金及び負担金１０２万円の減は、地域支援事業の実施に伴う自己負担の減によるものであります。
　３款国庫支出金１，１８０万８，０００円の増は、保険給付費の増等による負担ルール分の増及び電算システム改
修に対する事業費補助金の増によるものであります。
　４款支払基金交付金２，００３万５，０００円の増及び５款道支出金１，３９７万７，０００円の増は、保険給付
費の増等により負担ルール分をそれぞれ増額するものであります。
　６款財産収入２３万円の増は、介護給付費準備基金運用利子の増によるものであります。
　７款繰入金１，１９８万１，０００円の増は、保険給付費の一般会計負担ルール分の増及び介護給付費準備基金を
繰り入れ、収支の均衡を図るものであります。
　以上、よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げます。
〇議長　北谷文夫君　建設部長。
〇建設部長  西野孝行君  （登壇）　議案第３号　平成１９年度砂川市下水道事業特別会計補正予算についてご説明
申し上げます。
　今回の補正予算は、第１号であります。
　第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億８，８２７万１，０００円を
追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１４億９，３２５万９，０００円とするものであります。
　第２条は、繰越明許費であり、地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用することができ
る経費は、４ページの第２表、繰越明許費に記載のとおりとするものであります。繰り越しをしますのは、１款下水
道費、１項下水道整備費で、事業名は流域下水道整備事業であり、繰り越しする金額は２４０万５，０００円であり
ます。これは、道が繰越事業として施工する流域下水道建設工事の市の建設負担金であります。
　第３条は、地方債の補正であり、５ページの第３表、地方債補正に記載のとおり、未利用施設の減少に伴う下水道
資本費平準化債の減と事業完了見込みによる公共下水道整備事業債、個別排水処理施設整備事業債の減及び繰上償還
に伴う利率５．５％以上の公営企業金融公庫資金を対象とした高資本費対策借換債と利率７％以上の資金運用部資金
を対象とした公的資金補償金免除借換債の増であり、４億８，１４０万円を増額し、補正後の総額を７億３，２２０
万円とするものであります。
　補正の主なものにつきましては、２２ページの歳出からご説明いたします。１款下水道費、１項下水道整備費、１
目一般管理費１５７万３，０００円の減は、人事異動と給与改定による人件費の減と平成１８年度分消費税納付額の
確定による公課費の減が主なものであります。
　２目維持管理費２６４万８，０００円の減は、ポンプ場維持管理など委託料の減と平成１８年度分汚水処理水量の
確定に伴う流域下水道組合負担金の減が主なものであります。
　２４ページ、４目公共下水道整備事業費１９万９，０００円の増は、事業費確定等によるものであります。
　２８ページ、２款個別排水処理事業費、１項１目個別排水処理事業費３９５万５，０００円の減は、合併処理浄化
槽の設置基数が減ったことによる工事請負費と浄化槽維持管理委託料の確定による減が主なものであります。
　３０ページ、３款公債費４億９，６２５万円の増は、平成１９年度から平成２１年度までの３カ年で実施される利
率５％以上の起債を対象とした繰上償還であり、３カ年で１５億２，００７万円の繰上償還を予定しておりますが、
平成１９年度においては公庫資金で２億１，５３８万２，０００円、資金運用部資金で２億８，１１６万９，０００
円、合計４億９，６５５万１，０００円の繰上償還を行うものが主なものであります。なお、平成２０年度には３億
２，５７２万３，０００円、平成２１年度には６億９，７７９万６，０００円の民間資金の借りかえによる繰上償還
を予定しており、利子負担は３カ年の借りかえで３億２，４７３万１，０００円が後年次において軽減される見込み
となっております。
　続きまして、歳入につきましては、７ページの総括でご説明いたします。１款分担金及び負担金１１万６，０００
円の減は、合併浄化槽設置基数が減ったことによる個別排水処理分担金の減が主なものであります。
　２款使用料及び手数料４７４万４，０００円の減は、滞納繰り越し分収納率を５０％から３０％に見直すことによ
る減が主なものであります。
　４款繰入金１，３５１万１，０００円の増は、収支不足分の調整によるものであります。
　５款繰越金１１６万円の増は、平成１８年度決算確定によるものであります。
　６款諸収入２９４万円の減は、水洗便所改造資金貸付件数の減による元利収入の減が主なものであります。
　７款市債４億８，１４０万円の増は、下水道資本費平準化債及び事業完了見込みによる公共下水道整備事業債と個
別排水処理施設整備事業債で１，３４０万円の減となりますが、繰上償還に伴う借換債４億９，４８０万円を借り入
れたことによるものであります。
　なお、３２ページには地方債に関する調書を添付しておりますので、ご高覧をいただき、よろしくご審議賜ります
ようお願いいたします。
〇議長　北谷文夫君　市立病院事務局長。
〇市立病院事務局長　奥山　昭君　（登壇）　議案第６号　平成１９年度砂川市病院事業会計補正予算（第５号）に
ついてご説明申し上げます。
　第２条は、予算第２条で定めた業務の予定量を補正するもので、（２）、年間患者数を入院で６，９５４人減の１
４万８，９６２人、外来で１万６，４１５人減の２５万９，７００人とし、（３）、１日平均患者数を入院で１９人
減の４０７人、外来で６７人減の１，０６０人とするものであります。
　第３条は、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を補正するもので、病院事業収益で２億６，１６３万
９，０００円を増額し、病院事業費用で３億２，０５５万円を増額し、収入、支出をそれぞれの総額を１０８億５，
７２５万５，０００円とするものであります。
　２ページをお開きください。第４条は、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額の補正であります。資本
的収入で４億１，１２５万５，０００円を増額し、７億７，３７８万７，０００円とし、資本的支出では３億２，１
９８万３，０００円を増額し、１３億９，３６６万９，０００円とするものであります。



　第５条は、予算第５条に定めた企業債の補正であります。改築事業実施設計及び医療機械器具整備事業の一部につ
きましては、過年度損益勘定留保資金より補てんすることといたしましたので、改築事業実施設計分で１８０万円減
額し、総額５，３２０万円に、医療機械器具整備事業分で１５０万円減額し、総額１億２，１５０万円に、また公的
資金補償金免除借換債につきましては当院の公営企業経営健全化計画が市の財政改革に適することから公的資金の繰
上償還が認められ、補償金が免除されたことにより４億９７０万円増額いたしました。合計４億６４０万円の増額と
なり、限度額を５億８，４４０万円に補正するものであります。
　３ページをごらんいただきたいと存じます。第６条は、予算第７条に定めた議会の議決を経なければ流用すること
のできない経費のうち、職員給与費を５２億６３９万１，０００円とするものであります。
　第７条は、予算第８条に定めた棚卸資産購入限度額を２７億８，３２５万２，０００円とするものであります。
　４ページをごらんいただきたいと存じます。
　収益的収入でありますが、１項医業収益２億６，１６３万９，０００円の増額内訳は、１目入院収益で１億９５９
万８，０００円、２目外来収益で１億４，１１２万２，０００円、３目その他医業収益で８７４万２，０００円であ
り、入院及び外来収益は延べ患者数は減少しましたが、高度医療の提供に伴い１人当たりの診療単価が増加したこ
と、その他医業収益は主に集団健診、文書料が増加したことによるものであります。
　２項医業外収益３，６４６万６，０００円の増加は、主に他会計負担金及び補助金の増によるものであります。
　３項看護専門学校収益２７６万９，０００円の増加は、負担金交付金算出基準の在籍生徒数が増加したことから増
額になったものであります。
　４項特別利益３，７０５万８，０００円の減額は、退職手当組合還付金の減によるものであります。
　６ページの収益的支出でありますが、１項医業費用、１目給与費で３，４４１万９，０００円の増額は、重篤な患
者を集中治療室、ＩＣＵにおいて２４時間体制の診療を行うため、医師の当直体制を実施したことによる宿日直手当
の増加及び夜間における看護人員配置の充実に伴う夜間看護等手当の増加によるものが主な要因であります。
　２目材料費で３億３，９４７万円の増加は、抗がん剤等の高額な薬剤の使用及び長期投薬件数の増加と高度医療に
伴う手術及び検査等に使用する診療材料の高額化によるもの、また感染症対策強化による術衣及び衛生材料のディス
ポ化などにより増額するものであります。
　３目経費４，６５８万１，０００円の減額は、原油価格高騰により８節燃料費を１，１６３万７，０００円増額い
たしましたが、１１節修繕費の院舎用及び住宅用を４，３００万円減額するものであります。
　４目減価償却費１７万６，０００円の減額は、器械備品に係る減価償却費であります。
　５目資産減耗費１３０万５，０００円の増額は、医師住宅２軒及び医療機器１１品目に係る固定資産の除却費であ
ります。
　８ページをお開きください。６目研究研修費１５８万７，０００円の減額は、看護部の講演及び道内研修を縮減し
たことによるものであります。
　２項医業外費用８４万９，０００円の増額は、１目支払利息及び企業債取扱諸費で１節企業債利息を当初１．４
５％で算出したところでありますが、借り入れ時期の利率が１．６５％となったことから３１万５，０００円の増額
となり、２目消費税の５３万５，０００円の増額は課税収入の増によるものであります。
　３項看護専門学校費用につきましては、１目給与費で８５４万３，０００円の減額は、予算人員の１名減によるも
のであります。
　４項特別損失１３９万４，０００円の増額は、前年度以前の医療費調定による過年度損益の修正損によるもので、
１目過年度損益修正損は１４９万円の増額、２目不納欠損は９万６，０００円を減額するものであります。
　１０ページをお開きください。資本的収入でありますが、１項企業債４億６４０万円の増額は、改築事業実施設計
分で１８０万円減額し、医療機械器具整備事業分で１５０万円減額し、公的資金補償金免除借換債においては４億９
７０万円増額し、総額４億６４０万円増額し、限度額を５億８，４４０万円に補正するものであります。
　２項投資償還金１８５万６，０００円の増額は、看護学生学資金の返還期間短縮によるものであります。
　３項補助金２３５万円の増額は、暮らし・にぎわい再生事業に係るものであります。
　４項寄附金は、６４万９，０００円の増額であります。
　１２ページをごらんください。資本的支出で１項建設改良費８，６８２万２，０００円減額の１目改良事業費、改
築事業費は、１節実施設計費において入札で金額が確定したことから２６万３，０００円を減額するものであり、２
節事務費では給与費の手当及び新病院建設予定地の仮囲い経費２５万２，０００円を追加したものであります。
　２目資産購入費は、医療器械、医療機器購入費８，６３１万９，０００円の減額であります。
　３目住宅改築費は、医師住宅の入札金額１７８万５，０００円の減額であります。
　４目建設利息は、改築に係る企業債の利息４，０００円の減額であります。
　３項投資９６万６，０００円の減額は、１目長期貸付金で看護学生奨学金が当初予定していた貸付者数を下回った
ことによるものであります。
　１４ページ以降は、関連資料でありますので、ご高覧いただきまして、よろしくご審議くださいますようお願い申
し上げます。
〇議長　北谷文夫君　以上で各議案の提案説明を終わります。
　これより議案第１号から第６号までの一括総括質疑に入ります。
　質疑ありませんか。
　土田政己議員。
〇土田政己議員　（登壇）　議案第１号　平成１９年度砂川市一般会計補正予算について総括質疑をさせていただき
ます。
　社会福祉費と生活保護費にまたがりますので、総括で質疑をさせていただきたいと思いますが、既に先ほどの市長
の主要行政報告でもありましたように、生活困窮者への灯油購入助成事業についてお伺いをいたします。先ほどの報
告では、この交付率が７５．１％ということになっておりましたけれども、１２月の補正のときにもいろいろ議論に
なりましたように、対象者への通知の徹底についてどうだったのかと。近隣市町村を見ますと、本人に直接連絡をし
た自治体の支給率は非常に高い状況になっておりますので、そのあたりについてまず第１に伺います。
　２つ目には、生活保護世帯の対応についてであります。厚生労働省は、昨年１２月２６日、灯油購入助成の生活保
護法上の取り扱いについてという事務連絡を出して、生活保護世帯にも福祉灯油が拡充できるようになりました。財
源も特別交付税で措置するというふうに言われております。しかし、残念ながら砂川市は生活保護世帯への支給はな
されないという状況でありましたけれども、これから石油の高騰もしばらく続くというふうに言われておりますの
で、今後の支給の方法を検討する上でも非常に大事な点だというふうに考えますので、この２点についてお伺いをい
たします。
〇議長　北谷文夫君　市民部長。
〇市民部長  井上克也君  （登壇）　ただいま民生費の関係で福祉灯油の関係でご質問がございました。まず初め
に、行政報告でも報告をさせていただきました福祉灯油、交付率７５．１％でありましたけれども、対象者の通知に
ついて直接本人通知を含めてどうであったのかということに関することと、もう一点はこの福祉灯油について生活保
護世帯にも拡充することが大切ではなかったかというご質問であります。
　まず、１点目の福祉灯油の関係でありますけれども、７５．１％と、この交付率につきましては高いか低いかとい
う関係につきましては、私どもできる限りの市民周知を行いました。その結果７５．１ということであり、参考まで



に他市町と比較をしましても低いほうではなく、むしろ高いほうなのかなという面では、周知の方法についてはでき
る限りの手法でもって周知を行った結果だろうというふうに考えてございます。また、中には直接という、そういっ
た通知方法をされているところもありましたけれども、砂川市としては個人情報保護の観点から、この方法はとらず
に市民周知を図ったところであります。
　続きまして、生活保護世帯にも拡充すべきでなかったかというご質問でございますけれども、この点に関しまして
は、１２月の補正の段階でも申し上げましたけれども、生活保護世帯には冬期加算が１１月から翌年の３月の５カ月
間にわたり支給されております。毎年厚生労働大臣が額を決定しており、灯油が高騰しても、逆に値下がりしても冬
期加算の額については変更されていないという状況でありますけれども、この福祉灯油に関しましては全道１８０市
町村のうち１７６市町村が実施をいたしました。市の関係で申し上げますと、札幌市は実施いたしませんでしたの
で、３４市中３２市、率にして９４．１％が冬期加算があるということで生活保護世帯には福祉灯油を支給していな
いという状況であります。また、北海道の補助、地域政策総合補助金の要綱の中でも生活保護世帯を除くというのが
対象となっており、やはり冬期加算が支給されているという状況の中からこの補助金の要綱でもこの分については対
象外となっているというふうに考えております。１２月段階でもご説明いたしましたとおり、こういった冬期加算の
措置があるということで、今後に、ことしにおいては生活保護世帯は対象外としたところでありますので、ご理解の
ほどよろしくお願いを申し上げます。
〇議長　北谷文夫君　土田政己議員。
〇土田政己議員　この福祉灯油は大変喜ばれまして、ことしの冬は特に寒い冬でございましたので、大変喜ばれた制
度でありますだけに私も質疑をさせていただいているわけですけれども、ただ私どももいろいろ調査をいたしました
ら、生活が大変な困窮者の皆さんの中で、課税されている世帯でも部屋の温度、北海道で平均で１８度に設定した
り、それから非課税世帯も全部調べてみましたら１７度です。生活保護世帯については１６度まで温度を下げてこの
冬を越したというデータが出たので、調査の結果。ですから、私は、せっかくのこの制度が、いい制度があるわけで
すから、できれば対象する人が１００％言わなくても九十数％は受けていただきたかったなと。高いか低いかとい
う、この調査の７５．１％のことを言いますけれども、直接本人に、対象者に連絡したところはすべて９割を超えて
います。砂川市のように広報とか、あるいは私どもも町内会長にも来まして、町内会も一生懸命チラシを配りました
し、あるいは民生委員の方にも配ったのですけれども、結局全戸に配るしかないのです。だれが対象者か私たちも個
人情報でわかりませんから。しかし、わかっているのが市の皆さん、担当者の皆さんがわかっているわけで、これは
個人情報をきちっと守る上からも本人に直接連絡はできるはずなのです。これしている市町村が近隣でも幾つか、市
だけでなくて町村でもありまして、そこを調べましたら、すべて、多いところは９７％、９２％、９１％というふう
に交付率高まっているものですから、私はせっかくこういういい制度をつくったのであれば、一人でも多くの方がや
っぱり受給していただきたいという思いできょう質問をさせていただきました。我々町内会も民生委員の方もいろい
ろ頑張ったのですけれども、連絡やったのだけれども、結局は７５に終わってしまったと。皆さん方がやらなかった
というのではないのです。ということは、やっぱり周知徹底の方法について、プライバシーと言われますけれども、
ほかの市町村ではそうやってできているわけですから、ここはぜひ今後の、先ほども言いましたようにこれからも石
油が高くなるということで、どういうことになるかわかりませんけれども、今後の教訓にして、ぜひ改善をしていた
だきたいなというのが私の思いです。
　それから、もう一つの生活保護については、１２月のときは部長はそういうふうに答弁されて、私たちもそれで思
ったのです。しかし、その後、先ほど言いましたように１２月２６日に厚生労働省から通知がありまして、そして生
活保護世帯についても今回の給付とすることについては、議会の議決をしなくても、市長とよく相談して、そして上
げてくださいという文書が来ていると思うのです。先ほど言いましたように、生活保護世帯の方が一番大変な思いを
したのです。先ほど言いましたように温度、室内の温度を１６度まで設定して、２０度でも寒いのですよ、部屋の温
度。そこまでして我慢をして、この冬を越したという状況を見れば、生活保護世帯には冬期加算があるのだと、しか
し、これは１２月にも私も言いましたように、今度の石油高騰に対する、その加算分はないのです。冬の燃料費の支
給はありますけれども、それはことしの、去年の４月で決められた値段で冬期加算が決められていますが、これだけ
異常になった石油高騰の中で、そういう点でぜひ厚生労働省もそういう対応をすべきでないかと。それに対しては、
いろんな措置も考えるというようなことで通知がありますものですから、私も、これも終わったことを私どうのこう
の言うわけでありませんけれども、今後やっぱり福祉灯油にする場合にぜひその辺もご検討していただきたいなとい
うふうに考えて、２回目の質疑といたします。
〇議長　北谷文夫君　市民部長。
〇市民部長  井上克也君  福祉灯油の関係で市民周知、個人周知の関係でございますけれども、１回目のご答弁で申
し上げましたとおりであります。また、１月の社会経済委員会の中でも、この点に関し委員の方からご質問、ご意見
等がありましたけれども、こういった緊急的に制度として市民に周知する場合どういう方法があるのかというような
ことでは、繰り返し広報で周知をした。あるいは、特別な折り込み通知で広報すながわに折り込んで周知を図った。
あるいは、民生委員、配食サービス等の方々の応援もいただいた。そのようなことで、多くの手法を取り入れたわけ
ですけれども、果たして個人情報保護の観点、それからプライバシーの観点、そういったことから、緊急的なこうい
った案件についてのそういう周知方法、これらについてはこの福祉灯油のみということにもなりませんので、市全体
として今後この辺の周知方について緊急の場合どのような周知方法が一番市民から理解されるのか、研究検討を図っ
てまいりたいと考えております。
　それからもう一点の生活保護世帯に対する福祉灯油の考え方でありますけれども、生活保護費につきましては、先
ほどの冬期加算の案件も含めまして国の責任において国が生活保護の基準を示していくというようなことから、今回
の福祉灯油の高騰による影響、これらも実態として見きわめた上で今後の生活保護基準の中で検討していくという厚
生労働省の見解もございますので、こういった緊急の高騰による場合の基準等についても、今後国で今回の実態を踏
まえて十分今後対応していくのだろうというふうに考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。
〇議長　北谷文夫君　土田政己議員。
〇土田政己議員　今部長から答弁いただきまして、よくわかりました。そして、厚生労働省が対応していくのは当然
ですけれども、ぜひ砂川市としてもその辺対応について検討いただきたいということを申し上げて、終わります。
〇議長　北谷文夫君　他にございませんか。
〔「なし」と呼ぶ者あり〕
　これで議案第１号から第６号までの一括総括質疑を終わります。
　以上で各議案に対する総括質疑を終わります。
　お諮りします。
　ただいま議題となっております６議案は、全員で構成する第１予算審査特別委員会を設置し、これに付託して会期
中審査を行うことにご異議ありませんか。
〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
　ご異議なしと認め、そのように決定しました。

　　　　◎休会の件について
〇議長　北谷文夫君　お諮りします。
　第１予算審査特別委員会における審査が終了するまで本会議を休会することにご異議ありませんか。



〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
　ご異議なしと認め、これで本会議を休会します。

　　　　◎散会宣告
〇議長　北谷文夫君　以上で本日の日程はすべて終了しました。
　本日はこれで散会いたします。
散会　午後　２時００分


